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EDBは ECPG（ PostgreSQLプリコンパイラ）を拡張して ECPGPlusを作成しました。ECPGPlusを使用す
ると、 EDB Postgres Advanced Server（Advanced Server）データベースに接続したときに、Cアプリケー
ションに Pro  * C互換の埋め込み SQLコマンドを含めることができます。ECPGPlusを使用してアプリ
ケーションをコンパイルすると、SQLコードは構文チェックされ、Cに変換されます。

ECPGPlusは以下をサポートします：

オラクル Dynamic SQL –方法 4（ODS-M4）。 - Pro  * C互換の匿名ブロック。オラクルデータベースと互
換性のある CALLステートメント。

ECPGPlusの Pro  * C互換性のパートとして、BEGIN DECLARE SECTIONおよび END DECLARE SECTION
指示子を含める必要はありません。

** PostgreSQLの互換性**

ほとんどの ECPGPlusステートメントはコミュニティ PostgreSQLで動作しますが、CALLステートメント
および EXECUTE…END EXECステートメントは、クライアントアプリケーションが EDB Postgres Advanced
Serverに接続されている場合にのみ機能します。
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第1章 ECPGPlus - Overview

</ div>

EDBは ECPG（ PostgreSQLプリコンパイラ）を拡張して ECPGPlusを作成しました。ECPGPlusは、Post-
greSQL Cプリコンパイラの Pro  * C互換バージョンです。ECPGPlusは、Cコードと埋め込み SQLステー
トメントを組み合わせたプログラムを同等の Cプログラムに変換します。翻訳を実行する際、ECPGPlus
は各 SQLコンストラクトの構文が正しいことを確認します。

次の図は、実行可能ファイルにコンパイルされる埋め込み SQLステートメントを含むプログラムのパスを
示しています。

埋め込み SQLステートメントを含むプログラムのコンパイル

埋め込み SQLステートメントを含むCプログラムから実行可能ファイルを生成するには、プログラム（上図
の my_program.pgc）を ECPGPlusプリコンパイラに渡します。ECPGPlusは、my_program.pgcの各 SQL
ステートメントを ecpglib APIを呼び出す Cコードに変換し、Cプログラム（my_program.c）を生成しま
す。次に、CプログラムをCコンパイラに渡します。Cコンパイラはオブジェクトファイル（my_program.o）
を生成します。最後に、オブジェクトファイル（my_program.o）と ecpglibライブラリファイル、および
その他の必要なライブラリをリンカに渡し、リンカーが実行可能ファイル（my_program）を生成します。

ECPGPlusプリプロセッサは各 SQLステートメントの構文を検証しますが、セマンティクス*を検証する
ことはできません。例、プリプロセッサは INSERTステートメントが構文的に正しいことを確認しますが、
INSERTステートメントで言及されているテーブルが実際に存在することは確認できません。

舞台裏

クライアントアプリケーションには、次の要素で構成される Cコードと SQLコードが混在しています。

• Cプリプロセッサ指示子

• C宣言（変数、型、関数、…）

• C定義（変数、型、関数、…） SQLプリプロセッサ指示子 SQLステートメント

例：

1 #include <stdio.h>

2 EXEC SQL INCLUDE sqlca;

3

4 extern void printInt(char *label, int val);

5 extern void printStr(char *label, char *val);

6 extern void printFloat(char *label, float val);

7

8 void displayCustomer(int custNumber)

(次のページに続く)



ECPGPlus Guide,リリース 1.0.0

図 1: Compilation of a program containing embedded SQL statements

4 第 1章 ECPGPlus - Overview
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(前のページからの続き)

9 {

10 EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

11 VARCHAR custName[50];

12 float custBalance;

13 int custID = custNumber;

14 EXEC SQL END DECLARE SECTION;

15

16 EXEC SQL SELECT name, balance

17 INTO :custName, :custBalance

18 FROM customer

19 WHERE id = :custID;

20

21 printInt("ID", custID);

22 printStr("Name", custName);

23 printFloat("Balance", custBalance);

24 }

上記のコードのフラグメント：

• 行 1は、Cプリプロセッサへのディレクティブを指定します。

– Cプリプロセッサ指示子は解釈または無視されます。このオプションは、ECPGPlusを起動する
ときに入力されるコマンドラインオプション（-C PROC）によって制御されます。いずれの場
合でも、ECPGPlusは各 Cプリプロセッサディレクティブを変更せずに出力ファイル（4）にコ
ピーします。ソースファイルで見つかった Cプリプロセッサディレクティブは、出力ファイル
に表示されます。

• 行 2は、 SQLプリプロセッサへのディレクティブを指定します。

– SQLプリプロセッサ指示子は ECPGPlusプリプロセッサによって解釈され、出力ファイルにコ
ピーされません。

• 行 4～6には C宣言が含まれています。

– C宣言は、各 VARCHAR宣言が同等の struct宣言に変換されることを除いて、変更せずに出力
ファイルにコピーされます。

• 行 10～14には、埋め込み SQL宣言セクションが含まれています。

SQL コード内で参照する C 変数は、host variables と呼ばれます。 Pro  * C モード（-C PROC）で
ECPGPlusプリプロセッサを呼び出す場合、SQLステートメント内の* any * C変数を参照できます。それ
以外の場合は、BEGIN/END DECLARATION SECTIONペア内で各ホスト変数を宣言する必要があります。

• 行 16～19には SQLステートメントが含まれています。

– SQLステートメントは、ECPGPlusランタイムライブラリの呼び出しに変換されます。

• 行 21から 23には Cコードが含まれています。

– Cコードは変更せずに出力ファイルにコピーされます。

5
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SQLステートメントには、EXEC SQLをプレフィックスとして付け、次の（引用符なし）セミコロンまで
拡張する必要があります。例：

printf(“Updating employee salaries\n”);

EXEC SQL UPDATE emp SET sal = sal * 1.25;

EXEC SQL COMMIT;

printf(“Employee salaries updated\n”);

プリプロセッサが上記のコードフラグメントを検出すると、Cコード（最初の行と最後の行）を翻訳せずに
出力ファイルに渡し、各 EXEC SQLステートメントを ecpglibファンクションの呼び出しに変換します。
結果は次のようになります。

printf("Updating employee salaries\n");

{

* ECPGdo( __LINE__, 0, 1, NULL, 0, ECPGst_normal,

* "update emp set sal = sal * 1.25",

* ECPGt_EOIT, ECPGt_EORT);

}

{

* ECPGtrans(__LINE__, NULL, "commit");

}

printf(“Employee salaries updated\n”);

1.1 インストールと構成
Windows、ECPGPlusは Advanced Serverインストールウィザードによって Database Serverコンポーネ
ントのパートとしてインストールされます。Linuxでは、edb-asxx-server-devel RPMパッケージを使
用してインストールします。xxはAdvanced Serverのバージョン番号です。デフォルトでは、実行可能ファ
イルは次の場所にあります。

Windows：

C:\Program Files\edb\as14\bin

Linuxの場合：

/usr/edb/as14/bin

ECPGPlus コンパイラを呼び出す場合、実行可能ファイルは検索パス（Windows では%PATH%、Linux で
は$PATH）になければなりません。例、次のコマンドは、ECPGPlus実行可能ファイル ecpgを保持するディ
レクトリを含むように検索パスを設定します。

6 第 1章 ECPGPlus - Overview
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Windows：

set EDB_PATH=C:\Program Files\edb\as14\bin

set PATH=%EDB_PATH%;%PATH%

Linuxの場合：

export EDB_PATH==/usr/edb/as14/bin

export PATH=$EDB_PATH:$PATH

1.2 メークファイルの構築
makefileには、Cで記述されたプログラム（埋め込み SQLを含む）を Cプログラムに変換する方法を
makeユーティリティに指示する一連の命令が含まれています。このガイドの例を試すには、次のものが必
要です。

• Cコンパイラ（およびリンカ）

• makeユーティリティ

• ECPGPlusプリプロセッサとライブラリ

• ECPGPlusの手順を含む makefile

次のコードは、このガイドに含まれるサンプルの makefileの例です。サンプルコードを使用するには、
ソースコードファイルを含むディレクトリの makefile名前付けのファイルに保存します。

INCLUDES = -I$(shell pg_config --includedir)

LIBPATH = -L $(shell pg_config --libdir)

CFLAGS += $(INCLUDES) -g

LDFLAGS += -g

LDLIBS += $(LIBPATH) -lecpg -lpq

.SUFFIXES: .pgc,.pc

.pgc.c:

* ecpg -c $(INCLUDES) $?

.pc.c:

* ecpg -C PROC -c $(INCLUDES) $?

最初の 2行では、pg_configプログラムを使用して、必要なヘッダーファイルとライブラリディレクトリ
を見つけます。

INCLUDES = -I$(shell pg_config --includedir)

LIBPATH = -L $(shell pg_config --libdir)

pg_configプログラムは Advanced Serverに付属しています。

1.2. メークファイルの構築 7
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makeは、Cコンパイラの実行時に CFLAGS変数を使用し、リンカの呼び出し時に LDFLAGSおよび LDLIBSを
使用する必要があることを認識しています。ECPGプログラムは、ECPGランタイムライブラリ（-lecpg）
および libpqライブラリ（-lpq）にリンクする必要があります。

CFLAGS += $(INCLUDES) -g

LDFLAGS += -g

LDLIBS += $(LIBPATH) -lecpg -lpq

サンプル makefileは、makeが.pgcまたは.pcファイルを Cプログラムに変換 make方法を指示します。
makefileの 2行は、ソースファイルがコンパイルされるモードを指定します。最初のコンパイルオプショ
ンは次のとおりです。

.pgc.c:

* ecpg -c $(INCLUDES) $?

最初のオプションは、コミュニティ ECPG（ECPGPlus拡張機能なし）を使用して、.pgcで終わるファイ
ル（おそらく ECPGソースファイル）を.c（Cプログラム）で終わるファイルに変換する方法を makeに
指示します。INCLUDES変数の値と.pgcファイルの名前を使用して、-cフラグ（SQLコードを Cに変換
するようコンパイラに指示します）で ECPGプリコンパイラーを呼び出します。

.pc.c:

* ecpg -C PROC -c $(INCLUDES) $?

2番目のオプションは、ECPGPlus拡張機能を使用して、.pg（ECPGソースファイル）で終わるファイル
を.c（Cプログラム）で終わるファイルに変換する方法を makeに指示します。-cフラグ（SQLコードを
Cに変換するようコンパイラに指示する）と-C PROCフラグ（Pro  * C互換モードで ECPGPlusを使用す
るようコンパイラに指示する）で ECPGプリコンパイラーを呼び出します。INCLUDES変数と.pgcファイ
ルの名前。

makeを実行するときに、コンパイル ECPGソースコードファイルの名前を渡します。例、customer_list.
pgc名前付けの ECPGソースコードファイルをコンパイルするには、次のコマンドを使用します。

make customer_list

makeユーティリティは makefile（カレントディレクトリにある）を調べ、makefileに customer_list.pgc
を Cプログラム（customer_list.c）にコンパイルするルールが含まれていることを検出し、makeに組
み込まれたルールを使用して customer_list.cを実行可能プログラムにコンパイルします。

1.3 ECPGPlusコマンドラインオプション
上記のサンプル makefileでは、ECPGPlusを呼び出して ECPGPlusを Pro  * C互換モードで呼び出すよ
うに指定する場合、makeに-Cオプションが含まれています。

コマンドラインに-C PROCキーワードを含める場合、ECPG構文に加えて、Pro  * Cコマンドライン構文
を使用できます。例：

8 第 1章 ECPGPlus - Overview
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$ ecpg -C PROC INCLUDE=/usr/edb/as14/include acct_update.c

利用可能な他の ECPGPlusオプションの完全なリストを表示するには、ECPGPlusインストレーションディ
レクトリに移動し、次のように入力します。

./ecpg --help

コマンドラインオプションは次のとおりです。

Option Description
-c 埋め込み SQLコードから Cコードを自動的に生成します。
-C mode -C`オプションを使用して、互換性モードを指定します：<br /> <br /> `IN-

FORMIX <br /> <br /> INFORMIX_SE <br /> <br /> PROC
-D symbol プリプロセッサ* symbolを定義します。<br/> <br /> * PROCモードでコン

パイルする場合、-Dキーワードはサポートされません。*代わりに、Oracle
スタイルの 'DEFINE =' *句を使用してください。

-h ヘッダファイルを解析します。このオプションにはオプション `'-c'`が含まれ
ます。

-i システムを解析し、インクルードファイル。
-I directory *ディレクトリ*で `include`ファイルを検索します。
-o outfile 結果を* outfile *に書き込みます。
-r option 実行時の動作を指定します。 *オプション*は次のいずれかになります。<br/>

<br /> no_indicator-インジケーターを使用せず、代わりにNULL値を表すため
に特別な値を使用します。<br/> <br /> prepare-使用する前にすべてのステー
トメントを準備します。<br /> <br /> questionmarks-プレースホルダとして質
問マークの使用を許可します。<br/> <br /> usebulk-ホスト変数配列で動作す
る `INSERT`、UPDATE、および `DELETE`ステートメントの一括処理を有効
にします。

--regression リグレッションテストモードで実行します。
-t トランザクションの `autocommit`をオンにします。
-l `#line`指示子を無効にします。
--help ヘルプオプションを表示します。
--version バージョン情報を出力します。

NA

!!! Note * ECPGPlusを呼び出すときに出力ファイル名前を指定しない場合、出力ファイル名前は、ファイ
ル名拡張子.pgcを取り除き、ファイル名前に.cを追加することによって作成されます。

1.3. ECPGPlusコマンドラインオプション 9
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次の各セクションは、コードサンプルで始まり、コードサンプル内の各セクションの説明が続きます。

2.1 例-簡単なクエリ
最初のコードサンプルは、SELECTステートメント（単一の行を返す）を実行し、ホスト変数のグループに
結果を保存する方法を示しています。ホスト変数を宣言した後、ハードコードたロール名前と関連するパ
スワードを使用して edbサンプルデータベースに接続し、empテーブルを照会します。クエリーは、宣言
されたホスト変数に値を返します。NULLインジケータ変数の値を確認した後、画面にシンプル結果セット
を出力し、接続を閉じます。

/************************************************************

* print_emp.pgc

*

*/

# include <stdio.h>

int main(void)

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int v_empno;

* char v_ename[40];

* double v_sal;

* double v_comm;

* short v_comm_ind;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR sqlprint;

* EXEC SQL CONNECT TO edb

* USER 'alice' IDENTIFIED BY '1safepwd';

* EXEC SQL

* SELECT

* empno, ename, sal, comm

* INTO

* :v_empno, :v_ename, :v_sal, :v_comm INDICATOR:v_comm_ind

* FROM

* emp

(次のページに続く)
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* WHERE

* empno = 7369;

* if (v_comm_ind)

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(NULL)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal);

* else

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(%.2f)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal, v_comm);

* EXEC SQL DISCONNECT;

}

/***********************************************************\*

コードサンプルは、C stdioライブラリのプロトタイプと型定義を含めることから始まり、次に mainファ
ンクションを宣言します。

# include <stdio.h>

int main(void)

{

次に、アプリケーションはデータベースサーバとの対話に使用されるホスト変数のセットを宣言します。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int v_empno;

* char v_ename[40];

* double v_sal;

* double v_comm;

* short v_comm_ind;

EXEC SQL END DECLARE SECTION;

ノートモードでコードをプリコンパイルする場合は、BEGIN DECLARE…END DECLAREセクションを省略で
きます。ホスト変数の宣言の詳細については、Declaring Host Variablesを参照してください。

宣言セクション内の各変数に関連付けられているデータタイプ型は、Cデータタイプです。サーバーとク
ライアントアプリケーションの間で渡されるデータは、互換性のあるデータタイプを共有する必要があり
ます。データ型の詳細については、Supported C Data Typesを参照してください。

次のステートメントは、エラーのハンドル方法をサーバーに指示します。

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR sqlprint;

クライアントアプリケーションが SQLコードでエラーを検出すると、サーバーはプリントで提供される
sqlprint()ファンクションを使用して、エラーメッセージを stderr（標準エラー）に出力します。次の
EXEC SQLステートメントは、Advanced Serverとの接続を確立します。

EXEC SQL CONNECT TO edb

* USER 'alice' IDENTIFIED BY '1safepwd';

12 第 2章 Using Embedded SQL
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この例では、クライアントアプリケーションは、alice名前付けのロールとパスワード 1safepwdを使用
して、edbデータベースに接続します。

次に、コードは empテーブルに対してクエリーを実行します。

EXEC SQL

* SELECT

* empno, ename, sal, comm

* INTO

* :v_empno, :v_ename, :v_sal, :v_comm INDICATOR :v_comm_ind

* FROM

* emp

* WHERE

* empno = 7369;

クエリーは、従業員番号 7369に関する情報を返します。

SELECTステートメントは、INTO節を使用して、取得した値（empno、ename、sal、および comm列から）
を:v_empno、:v_ename、:v_sal、および edb_tran_edのホスト変数（および edb_tran_ed）に割り当て null。
取得された最初の値は INTO句にリストされている最初の変数に割り当てられ、2番目の値は 2番目の変数
に割り当てられます。

comm列には、従業員が獲得したコミッション値が含まれ、潜在的に NULL値が含まれる場合があります。
このステートメントには、INDICATORキーワードと、nullインジケーターを保持するホスト変数が含まれ
ています。

コードは nullインジケータをチェックし、適切な画面上の結果を表示します。

if (v_comm_ind)

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(NULL)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal);

else

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(%.2f)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal, v_comm);

nullインジケータが 0（つまり、false）の場合、comm列には意味のある値が含まれ、printfファンクショ
ンは手数料を表示します。nullインジケータにゼロ以外の値が含まれる場合、commは NULLであり、printf
は NULLの値を表示します。NULLをそのホスト変数にフェッチする場合、ホスト変数（nullインジケータ
以外）には意味のある値が含まれないことにノートしてください。nullインジケータを使用して、NULLの
可能性がある値を識別する必要があります。

コードサンプルの最後のステートメントは、サーバーへの接続を閉じます。

EXEC SQL DISCONNECT;

}

2.1. 例-簡単なクエリ 13
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2.1.1 インジケータ変数の使用

前の例には、（サーバーから返されたときに）comm列の値が NULLであった行を識別する* indicator *変数が
含まれていました。インジケータ変数は、前の変数のコンテンツが NULLであるか、切り捨てられているか
を示す追加のホスト変数です。インジケータ変数は、行の内容が保存されるときに入力されます。インジ
ケータ変数には、次の値が含まれる場合があります。

Indicator Value Denotes
If an indicator variable is
less than 0.

The value returned by the server was NULL.

If an indicator variable is
equal to 0. The value returned by the server was not NULL, and was not truncated.

If an indicator variable is
greater than 0.

The value returned by the server was truncated when stored in the host variable.

INTO句にインジケータ変数を含める場合、オプショナルの INDICATORキーワードを含める必要はありま
せん。

クエリーが対応するホスト変数に NULL値を結果ないことが確実な場合は、インジケータ変数を省略でき
ます。インジケータ変数を省略し、クエリーが NULL値を返す場合、ecpglibは実行時エラーを発生させ
ます。

</ div>

2.1.2 ホスト変数の宣言

SQLステートメント内で値が表示される可能性のある任意の時点で、ホスト変数を使用できます。ホスト
変数は、クライアントアプリケーションからサーバーにデータ値を渡し、サーバーからクライアントアプ
リケーションアプリケーションにデータを結果ために使用できる C変数です。ホスト変数には次のものが
あります。

• 配列

• typedef

• ポインタ

• struct

• 任意のスカラ Cデータタイプ

以下のコードフラグメントは、PROCモードおよび non-PROCモードでコンパイルされたコードでホスト変
数を使用する方法を示しています。SQLステートメントは deptテーブルに行を追加し、変数 v_deptno、
挿入、および v_locによって返された値を、それぞれ deptno列、dname列、および loc列に挿入します。
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PROCモードでコンパイルする場合は、EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTIONおよび EXEC SQL END DECLARE
SECTION指示子を省略できます。PROCモードでは、Cファンクションパラメーターをホスト変数として使
用できます。

void addDept(int v_deptno, char v_dname, char v_loc)

{

* EXEC SQL INSERT INTO dept VALUES( :v_deptno, :v_dname, :v_loc);

}

PROCモードでコンパイルしない場合は、以下に示すように、埋め込み変数宣言を EXEC SQL BEGIN DECLARE
SECTIONおよび EXEC SQL END DECLARE SECTION指示子でラップする必要があります。

void addDept(int v_deptno, char v_dname, char v_loc)

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int v_deptno_copy = v_deptno;

* char v_dname_copy[14+1] = v_dname;

* char v_loc_copy[13+1] = v_loc;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL INSERT INTO dept VALUES( :v_deptno, :v_dname, :v_loc);

}

SELECT文に INTO句を含めて、ホスト変数を使用して情報を取得することもできます。

EXEC SQL SELECT deptno, dname, loc

* INTO :v_deptno, :v_dname, v_loc FROM dept;

SELECTステートメントによって返される各列には、INTO句に型互換のターゲット変数が必要です。これ
は、単一の行を取得するシンプル例です。複数の行を取得するには、次の例で示すように、カーソルを定
義する必要があります。

2.2 例-カーソルを使用して結果セットを処理する
次のコードサンプルは、カーソルを使用して結果セットを処理する方法を示しています。カーソルの作成
と使用には、4つの基本的な手順が含まれます。

1. DECLARE CURSORステートメントを使用して、カーソルを定義します。OPEN CURSORステートメン
トを使用して、カーソルを開きます。FETCHステートメントを使用して、カーソルからデータを取得
します.4。CLOSE CURSORステートメントを使用して、カーソルを閉じます。

ホスト変数を宣言した後、この例では、ユーザー指定のロール名前とパスワードを使用して edbデータベー
スに接続し、empテーブルを照会します。クエリーは、employees名前付けのカーソルに値を返します。
次に、コードサンプルはカーソルを開き、結果セットを一度に 1行ループして結果セットを出力します。
サンプルが結果セットの終わりを検出すると、接続を閉じます。

/************************************************************

* print_emps.pgc

(次のページに続く)
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*

*/

# include <stdio.h>

int main(int argc, char *argv[])

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *username = argv[1];

* char *password = argv[2];

* int v_empno;

* char v_ename[40];

* double v_sal;

* double v_comm;

* short v_comm_ind;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR sqlprint;

* EXEC SQL CONNECT TO edb USER :username IDENTIFIED BY :password;

* EXEC SQL DECLARE employees CURSOR FOR

* SELECT

* empno, ename, sal, comm

* FROM

* emp;

* EXEC SQL OPEN employees;

* EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO break;

* for (;;)

* {

* EXEC SQL FETCH NEXT FROM employees

* INTO

* :v_empno, :v_ename, :v_sal, :v_comm INDICATOR :v_comm_ind;

* if (v_comm_ind)

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(NULL)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal);

* else

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(%.2f)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal, v_comm);

* }

* EXEC SQL CLOSE employees;

* EXEC SQL DISCONNECT;

}

/************************************************************

コードサンプルは、C stdioライブラリのプロトタイプと型定義を含めることから始まり、次に mainファ
ンクションを宣言します。

# include <stdio.h>

(次のページに続く)
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int main(int argc, char *argv[])

{

次に、アプリケーションはデータベースサーバとの対話に使用されるホスト変数のセットを宣言します。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *username = argv[1];

* char *password = argv[2];

* int v_empno;

* char v_ename[40];

* double v_sal;

* double v_comm;

* short v_comm_ind;

EXEC SQL END DECLARE SECTION;

argv[]は、ユーザがクライアントアプリケーションを実行するときに入力したコマンドライン引数を含
む配列です。argv[1]には最初のコマンドライン引数（この場合は username）が含まれ、argv[2]には
2番目のコマンドライン引数（password）が含まれます。通常、実際のアプリケーションに含めるエラー
チェックコードは省略していることにノートしてください。宣言は usernameおよび passwordの値を初
期化し、ユーザがクライアントアプリケーションを呼び出したときに入力した値に設定します。

（各変数の個別のコピーを作成する代わりに）SQLステートメントで argv[1]と argv[2]を参照できると
考えているかもしれません。それは機能しません。すべてのホスト変数は BEGIN/END DECLARE SECTION
内で宣言する必要があります（PROCモードでコンパイルしている場合を除く）。argvはファンクションパ
ラメータ（自動変数ではない）であるため、BEGIN/END DECLARE SECTION内で宣言することはできませ
ん。PROCモードでコンパイルしている場合、 SQLステートメント内の* any * C変数を参照できます。

次のステートメントは、ECPGPlusまたはデータベースサーバによって返されたエラーメッセージのテキ
ストを出力することにより、SQLエラーに応答するようサーバーに指示します。

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR sqlprint;

次に、クライアントアプリケーションは Advanced Serverとの接続を確立します。

EXEC SQL CONNECT TO edb USER :username IDENTIFIED BY :password;

CONNECTステートメントは、:usernameおよび:passwordホスト変数にある値を使用して、接続時にサー
バーに対してアプリケーションを認証する edbデータベースへの接続を作成します。

次のステートメントは、employees名前付けのカーソルを宣言します。

EXEC SQL DECLARE employees CURSOR FOR

* SELECT

* empno, ename, sal, comm

* FROM

* emp;

2.2. 例-カーソルを使用して結果セットを処理する 17
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employeesには、empテーブルの SELECTステートメントの結果セットが含まれます。クエリーは、次の
列から従業員情報を返します：empno、ename、sal、および comm。カーソルを宣言するとき、INTO句を
含めないことに注意してください。代わりに、カーソルから FETCHを指定するときにターゲット変数（ま
たは記述子）を指定します。

カーソルから行をフェッチする前に、クライアントアプリケーションはカーソルを OPENする必要があり
ます。

EXEC SQL OPEN employees;

後続の FETCHセクションでは、クライアントアプリケーションはカーソルの内容をループします。クライ
アントアプリケーションには、カーソルの最後に達したときにサーバーに break（つまり、ループを終了
する）を指示する WHENEVERステートメントが含まれています。

EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO break;

次に、クライアントアプリケーションは、FETCHステートメントを使用して、カーソル INTOから以前に宣
言されたホスト変数の行を取得します。

for (;;)

{

* EXEC SQL FETCH NEXT FROM employees

* INTO

* :v_empno, :v_ename, :v_sal, :v_comm INDICATOR :v_comm_ind;

FETCHステートメントは、INTO句を使用して、取得した値を:v_empno、:v_ename、:v_sal、および:v_comm
ホスト変数（および:v_comm_ind nullインジケーター）に割り当てます。カーソルの最初の値は INTO句
にリストされている最初の変数に割り当てられ、2番目の値は 2番目の変数に割り当てられます。

FETCHステートメントには、INDICATORキーワードと nullインジケーターを保持するホスト変数も含まれ
ています。取得したレコードの comm列に NULL値が含まれている場合、v_comm_indはゼロ以外の値に設
定され、列が NULLであることを示します。

次に、コードは nullインジケータをチェックし、適切な画面上の結果を表示します。

if (v_comm_ind)

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(NULL)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal);

else

* printf("empno(%d), ename(%s), sal(%.2f) comm(%.2f)\n",

* v_empno, v_ename, v_sal, v_comm);

}

nullインジケータが 0（つまり、false）の場合、v_commには意味のある値が含まれ、printf ファンク
ションは手数料を表示します。nullインジケータにゼロ以外の値が含まれる場合、commは NULLであり、
printfは文字列'NULL'を表示します。NULLをそのホスト変数にフェッチする場合、ホスト変数（nullイ
ンジケータ以外）には意味のある値が含まれないことにノートしてください。NULLの可能性のある値には
nullインジケータを使用する必要があります。

サンプルコードの最後のステートメントは、カーソル (employees)を閉じ、サーバーへの接続を閉じます。

18 第 2章 Using Embedded SQL



ECPGPlus Guide,リリース 1.0.0

EXEC SQL CLOSE employees;

EXEC SQL DISCONNECT;
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</ div>

動的 SQLを使用すると、クライアントアプリケーションは、ランタイムに構成される SQLステートメン
トを実行ます。これは、クライアントアプリケーションを作成しているときにコンテンツやフォームがわ
からない場合に便利です。ECPGPlusは、識別子（テーブル名前、列名前、インデックス名前など）の代わ
りにホスト変数を使用することを許可しません。代わりに、動的 SQLステートメントを使用して情報を含
む文字列を作成し、その文字列を実行必要があります。文字列は、クライアントとサーバーの間でディス
クリプタのフォームで渡されます。ディスクリプタは、データとデータの形状に関する情報の両方を含む
データ構造です。

クライアントアプリケーションは、GET DESCRIPTORステートメントを使用してディスクリプタから情報
を取得する必要があります。次の手順では、動的 SQLを使用したクライアントアプリケーションの基本的
なフローについて説明します。

1. ALLOCATE DESCRIPTORステートメントを使用して、結果セット（選択リスト）のディスクリプタを
割り当てます。ALLOCATE DESCRIPTORステートメントを使用して、入力パラメーター（バインド変
数）のディスクリプタを割り当てます。SQLステートメントのテキストの取得、アセンブル、または
計算 4。PREPAREステートメントを使用して、SQLステートメントを解析および構文チェックしま
す。DESCRIBEステートメントを使用して、選択リストを選択リストディスクリプタに記述します。
DESCRIBEステートメントを使用して、バインド変数ディスクリプタ.7への入力パラメーターを記述
します。各入力パラメータの値をユーザに要求します（必要な場合）。SET DESCRIPTORステートメ
ントを使用して、値をディスクリプタに割り当てます。DECLARE CURSORステートメントを使用し
て、ステートメントのカーソルを定義します。OPEN CURSORステートメントを使用して、ステートメ
ントのカーソルを開きます 10。FETCHステートメントを使用してカーソルから行をフェッチし、行
を選択リストディスクリプタ.11。に保存します。GET DESCRIPTORコマンドを使用して、選択リス
トディスクリプタを調べ、現在の行.12の各列の値を見つけます。CLOSE CURSORステートメントを
使用して、カーソルを閉じ、カーソルリソースをフリーしカーソル。

ディスクリプタには、以下の表にリストされている属性が含まれる場合があります。

Field Type Attribute Description
CARDINALITY integer The number of rows in the result set.
DATA N/A The data value.
DATE-
TIME_INTERVAL_CODE

integer If TYPE is 9: <br /> <br /> 1 - DATE <br /> <br /> 2 -
TIME <br /> <br /> 3 - TIMESTAMP <br /> <br /> 4
- TIME WITH TIMEZONE <br /> <br /> 5 - TIMES-
TAMP WITH TIMEZONE

DATE-
TIME_INTERVAL_PRECISION

integer Unused.

次のページに続く
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Field Type Attribute Description
INDICATOR integer Indicates a NULL or truncated value.
KEY_MEMBER integer Unused (returns FALSE).
LENGTH integer The data length (as stored on server).
NAME string The name of the column in which the data resides.
NULLABLE integer Unused (returns TRUE).
OCTET_LENGTH integer The data length (in bytes) as stored on server.
PRECISION integer The data precision (if the data is of numeric type).
RETURNED_LENGTH integer Actual length of data item.
RE-
TURNED_OCTET_LENGTH

integer Actual length of data item.

SCALE integer The data scale (if the data is of numeric type).
TYPE integer A numeric code that represents the data type of the

column: <br /> <br /> 1 - SQL3_CHARACTER <br
/> <br /> 2 - SQL3_NUMERIC <br /> <br /> 3 -
SQL3_DECIMAL <br /> <br /> 4 - SQL3_INTEGER
<br /> <br /> 5 - SQL3_SMALLINT <br /> <br />
6 - SQL3_FLOAT <br /> <br /> 7 - SQL3_REAL
<br /> <br /> 8 - SQL3_DOUBLE_PRECISION <br
/> <br /> 9 - SQL3_DATE_TIME_TIMESTAMP <br
/> <br /> 10 - SQL3_INTERVAL <br /> <br /> 12
- SQL3_CHARACTER_VARYING <br /> <br /> 13 -
SQL3_ENUMERATED <br /> <br /> 14 - SQL3_BIT
<br /> <br /> 15 - SQL3_BIT_VARYING <br /> <br />
16 - SQL3_BOOLEAN

3.1 例-記述子を使用してデータを返す
次のシンプルアプリケーションは、エンドユーザが入力した SQLステートメントを実行します。コードサ
ンプルは以下を示します。

SQLディスクリプタを使用して SELECTステートメントを実行する方法。-ステートメントによって返さ
れたデータとメタデータデータを見つける方法。

アプリケーションは、エンドユーザから SQLステートメントを受け取り、そのステートメントをテストし
て、SELECTキーワードが含まれているかどうかを確認し、ステートメントを実行します。

アプリケーションを呼び出すとき、エンドユーザは、SQLステートメントが実行されるデータベースの名
前と、クエリーのテキストを含む文字列を提供する必要があります。

例、ユーザは次のコマンドでサンプルを呼び出すことができます。

./exec_stmt edb "SELECT * FROM emp"

(次のページに続く)
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/************************************************************

/* exec_stmt.pgc

*

* /

# include <stdio.h>

# include <stdlib.h>

# include <sql3types.h>

# include <sqlca.h>

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR SQLPRINT;

static void print_meta_data( char * desc_name );

char *md1 = "col field data ret";

char *md2 = "num name type len";

char *md3 = "--- -------------------- ----------------- ---";

int main( int argc, char *argv[] )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *db = argv[1];

* char *stmt = argv[2];

* int col_count;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL CONNECT TO :db;

* EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR parse_desc;

* EXEC SQL PREPARE query FROM :stmt;

* EXEC SQL DESCRIBE query INTO SQL DESCRIPTOR parse_desc;

* EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'parse_desc' :col_count = COUNT;

if( col_count == 0 )

{

* EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :stmt;

* if( sqlca.sqlcode >= 0 )

* EXEC SQL COMMIT;

}

else

{

* int row;

* EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR row_desc;

* EXEC SQL DECLARE my_cursor CURSOR FOR query;

* EXEC SQL OPEN my_cursor;

* for( row = 0; ; row++ )

* {

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
(次のページに続く)
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* int col;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL FETCH IN my_cursor

* INTO SQL DESCRIPTOR row_desc;

* if( sqlca.sqlcode != 0 )

* break;

* if( row == 0 )

* print_meta_data( "row_desc" );

* printf("[RECORD %d]\n", row+1);

* for( col = 1; col <= col_count; col++ )

* {

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* short ind;

* varchar val[40+1];

* varchar name[20+1];

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'row_desc'

* VALUE :col

* :val = DATA, :ind = INDICATOR, :name = NAME;

* if( ind == -1 )

* printf( " %-20s : <null>\n", name.arr );

* else if( ind > 0 )

* printf( " %-20s : <truncated>\n", name.arr );

* else

* printf( " %-20s : %s\n", name.arr, val.arr );

* }

* printf( "\n" );

* }

* printf( "%d rows\n", row );

}

exit( 0 );

}

static void print_meta_data( char *desc_name )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *desc = desc_name;

* int col_count;

* int col;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

static char *types[] =

{

* "unused ",
(次のページに続く)
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* "CHARACTER ",

* "NUMERIC ",

* "DECIMAL ",

* "INTEGER ",

* "SMALLINT ",

* "FLOAT ",

* "REAL ",

* "DOUBLE ",

* "DATE_TIME ",

* "INTERVAL ",

* "unused ",

* "CHARACTER_VARYING",

* "ENUMERATED ",

* "BIT ",

* "BIT_VARYING ",

* "BOOLEAN ",

* "abstract "

};

EXEC SQL GET DESCRIPTOR :desc :col_count = count;

printf( "%s\n", md1 );

printf( "%s\n", md2 );

printf( "%s\n", md3 );

for( col = 1; col <= col_count; col++ )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int type;

* int ret_len;

* varchar name[21];

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* char *type_name;

* EXEC SQL GET DESCRIPTOR :desc

* VALUE :col

* :name = NAME,

* :type = TYPE,

* :ret_len = RETURNED_OCTET_LENGTH;

* if( type > 0 && type < SQL3_abstract )

* type_name = types[type];

* else

* type_name = "unknown";

* printf( "%02d: %-20s %-17s %04d\n",

* col, name.arr, type_name, ret_len );

}
(次のページに続く)
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printf( "\n" );

}

/************************************************************

コードサンプルは、C stdioおよび stdlibライブラリのプロトタイプと型定義、SQLデータタイプシン
ボル、および SQLCA（SQL通信領域）構造を含めることから始まります。

# include <stdio.h>

# include <stdlib.h>

# include <sql3types.h>

# include <sqlca.h>

サンプルは最小限のエラーハンドリングを提供します。アプリケーションで SQLエラーが発生すると、エ
ラーメッセージがスクリーンに出力されます。

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR SQLPRINT;

アプリケーションには、ディスクリプタで見つかったメタデータをプリントする print_meta_data()と
いう名前付けのファンクションの前方宣言が含まれています。

static void print_meta_data( char * desc_name );

次のコードは、アプリケーションがメタデータを印刷するときに使用する列ヘッダー情報を指定します。

char *md1 = "col field data ret";

char *md2 = "num name type len";

char *md3 = "--- -------------------- ----------------- ---";

int main( int argc, char *argv[] )

{

次の宣言セクションでは、アプリケーションが接続するデータベースの名前、SQLステートメントのコン
テンツ、および結果セット（ある場合）の列数を保持するホスト変数を含むホスト変数を識別します。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *db = argv[1];

* char *stmt = argv[2];

* int col_count;

EXEC SQL END DECLARE SECTION;

アプリケーションはデータベースに接続します（デフォルトの資格情報を使用）：

EXEC SQL CONNECT TO :db;

次に、アプリケーションは SQLディスクリプタを割り当てて、ステートメントのメタデータを保持します。
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EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR parse_desc;

アプリケーションは、PREPAREステートメントを使用して、ユーザから提供された文字列の構文チェック
を行います。

EXEC SQL PREPARE query FROM :stmt;

クエリーのメタデータを SQLディスクリプタに移動する DESCRIBEステートメント。

EXEC SQL DESCRIBE query INTO SQL DESCRIPTOR parse_desc;

次に、アプリケーションはディスクリプタに問い合わせて結果セットの列数を検出し、ホスト変数 col_count
に格納します。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR parse_desc :col_count = COUNT;

列数がゼロの場合、エンドユーザは SELECT ステートメントを入力していません。アプリケーションは
EXECUTE IMMEDIATEステートメントを使用して、ステートメントの内容を処理します。

if( col_count == 0 )

{

* EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :stmt;

ステートメントが正常に実行されると、アプリケーションは COMMITを実行します。

if( sqlca.sqlcode >= 0 )

* EXEC SQL COMMIT;

}

else

{

ユーザが入力したステートメントが SELECTステートメント（列カウントがゼロ以外であることがわかっ
ている）である場合、アプリケーションは row名前付けの変数を宣言します。

int row;

次に、アプリケーションは、結果セット内の特定の行の説明と値を保持する別のディスクリプタを割り当
てます。

EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR row_desc;

アプリケーションは、プリペアドステートメントのカーソルを宣言して開きます。

EXEC SQL DECLARE my_cursor CURSOR FOR query;

EXEC SQL OPEN my_cursor;

結果セット内の行をループします。
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for( row = 0; ; row++ )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int col;

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

次に、FETCHを使用して、カーソルから次の行をディスクリプタに取得します。

EXEC SQL FETCH IN my_cursor INTO SQL DESCRIPTOR row_desc;

アプリケーションは、FETCHが失敗しなかったことを確認します。FETCHが失敗した場合、アプリケーショ
ンは結果セットの最後に到達し、ループを中断します。

if( sqlca.sqlcode != 0 )

* break;

アプリケーションは、これがカーソルの最初の行であるかどうかを確認します。そうである場合、アプリ
ケーションは行のメタデータを出力します。

if( row == 0 )

* print_meta_data( "row_desc" );

次に、行番号を含むレコードヘッダーを出力します。

printf("[RECORD %d]\n", row+1);

次に、行の各列をループします。

for( col = 1; col <= col_count; col++ )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* short ind;

* varchar val[40+1];

* varchar name[20+1];

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

アプリケーションは、行ディスクリプタ (row_desc)に問い合わせて、列値 (:val)、nullインジケータ
(:ind)および列名前 (:name)を上記で宣言したホスト変数にコピーします。コンマ区切りリストを使用
して、ディスクリプタからマルチプルのアイテムを取得できることに注意してください。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR row_desc

* VALUE :col

* :val = DATA, :ind = INDICATOR, :name = NAME;

nullインジケータ (ind)が負の場合、列の値は NULLです。nullインジケータが 0より大きい、列の値が長
すぎて valホスト変数に収まりません（したがって、<truncated>)をプリントします。そうでない場合、
nullインジケータは 0（NOT NULLを意味しプリント）。値（またはプレフィックスまたは<truncated>）の
前に列の名前を付けます。
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if( ind == -1 )

* printf( " %-20s : <null>\n", name.arr );

else if( ind > 0 )

* printf( " %-20s : <truncated>\n", name.arr );

else

* printf( " %-20s : %s\n", name.arr, val.arr );

}

printf( "\n" );

}

ループが終了すると、アプリケーションはフェッチされた行数を出力して終了します。

* printf( "%d rows\n", row );

* }

exit( 0 );

}

print_meta_data()ファンクションは、ディスクリプタからメタデータを抽出し、各列の名前、データタ
イプ、および長さを出力します。

static void print_meta_data( char *desc_name )

{

アプリケーションはホスト変数を宣言します：

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *desc = desc_name;

* int col_count;

* int col;

EXEC SQL END DECLARE SECTION;

次に、アプリケーションは、データタイプ値 (numeric)をデータタイプ型名にマップする文字列の配列を
定義します。ディスクリプタで見つかった数値を使用して、この配列にインデックスを付けます。例、特
定の列のタイプが 2であることがわかった場合、types[2]と記述すると、そのタイプの (NUMERIC)の名
前を見つけることができます。

static char *types[] =

{

* "unused ",

* "CHARACTER ",

* "NUMERIC ",

* "DECIMAL ",

* "INTEGER ",

* "SMALLINT ",

(次のページに続く)
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* "FLOAT ",

* "REAL ",

* "DOUBLE ",

* "DATE_TIME ",

* "INTERVAL ",

* "unused ",

* "CHARACTER_VARYING",

* "ENUMERATED ",

* "BIT ",

* "BIT_VARYING ",

* "BOOLEAN ",

* "abstract "

};

アプリケーションは、ディスクリプタから列カウントを取得します。プログラムは、ディスクリプタの名
前を含むホスト変数 (desc)を使用してディスクリプタ子を参照することに注意してください。ほとんど
のシナリオでは、識別子を使用してディスクリプタを参照しますが、この場合、呼び出し元がディスクリ
プタ名前を提供したため、ホスト変数を使用してディスクリプタを参照できます。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR :desc :col_count = count;

アプリケーションは列ヘッダーを印刷します（このアプリケーションの冒頭で定義されています）：

printf( "%s\n", md1 );

printf( "%s\n", md2 );

printf( "%s\n", md3 );

次に、ディスクリプタにある各列をループし、各列の名前、タイプ、長さを出力します。

for( col = 1; col <= col_count; col++ )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int type;

* int ret_len;

* varchar name[21];

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* char *type_name;

現在の列の名前、型コード、および長さを取得します。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR :desc

VALUE :col

:name = NAME,

:type = TYPE,

:ret_len = RETURNED_OCTET_LENGTH;

数値型コードが「既知の」型コード（つまり、types[]配列にある型コード）と一致する場合、type_name
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を対応する型の名前に設定します。それ以外の場合は、type_nameを"unknown"に設定します。

if( type > 0 && type < SQL3_abstract )

* type_name = types[type];

else

* type_name = "unknown";

列番号、名前、タイプ名前、長さを出力します：

* printf( "%02d: %-20s %-17s %04d\n",

* col, name.arr, type_name, ret_len );

* }

* printf( "\n" );

}

次のコマンドでサンプルアプリケーションを呼び出す場合：

./exec_stmt test "SELECT * FROM emp WHERE empno IN(7902, 7934)"

アプリケーションは以下を返します。

col field         data        ret

num name         type        len

--- -------------------- ----------------- ---

01: empno         NUMERIC      0004

02: ename         CHARACTER_VARYING 0004

03: job          CHARACTER_VARYING 0007

04: mgr          NUMERIC      0004

05: hiredate       DATE_TIME     0018

06: sal          NUMERIC      0007

07: comm         NUMERIC      0000

08: deptno        NUMERIC      0002

[RECORD 1]

 empno         : 7902

 ename         : FORD

 job          : ANALYST

 mgr          : 7566

 hiredate       : 03-DEC-81 00:00:00

 sal          : 3000.00

 comm         : <null>

 deptno        : 20

[RECORD 2]

 empno         : 7934

 ename         : MILLER

 job          : CLERK

(次のページに続く)
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 mgr          : 7782

 hiredate       : 23-JAN-82 00:00:00

 sal          : 1300.00

 comm         : <null>

 deptno        : 10

2 rows
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</ div>

次の例は、動的 SQLステートメントを作成および実行するための 4つの手法を示しています。各例は、ス
テートメントと入力タイプの異なる組み合わせの処理を示しています。

• 最初の例は、SELECTステートメントを含まず、入力変数を必要としない SQLステートメントの処理
と実行を示しています。この例は、オラクル Dynamic SQL Method 1で使用される手法に対応してい
ます。

• 2番目の例は、SELECTステートメントを含まず、既知の数の入力変数を含む SQLステートメントの
処理と実行を示しています。この例は、オラクル Dynamic SQL Method 2で使用される手法に対応し
ています。

• 3番目の例は、SELECTステートメントを含むことがあり、既知の数の入力変数を含む SQLステート
メントの処理と実行を示しています。この例は、オラクル Dynamic SQL Method 3で使用される手法
に対応しています。

• 4番目の例は、SELECTステートメントを含む可能性があり、入力変数の数が不明な SQLステートメ
ントの処理と実行を示しています。この例は、オラクル Dynamic SQL Method 4で使用される手法に
対応しています。

4.1 例-パラメーターなしの非クエリステートメントの実行
次の例は、EXECUTE IMMEDIATEコマンドを使用して、アプリケーションを実行するまでステートメントの
テキストがわからない SQLステートメントを実行方法を示しています。EXECUTE IMMEDIATEを使用して、
結果セットを返すステートメントを実行ことはできません。EXECUTE IMMEDIATEを使用して、パラメータ
プレースホルダを含むステートメントを実行ことはできません。

EXECUTE IMMEDIATEステートメントは、実行するたびに SQLステートメントを解析および計画します。
これは、アプリケーションのパフォーマンスに悪インパクト可能性があります。同じステートメントを繰
り返し実行場合は、次の例で説明する PREPARE/EXECUTEテクニックの使用を検討してください。

/***********************************************************/

# include <stdio.h>

# include <string.h>

# include <stdlib.h>

static void handle_error(void);

(次のページに続く)
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int main(int argc, char *argv[])

{

* char *insertStmt;

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO handle_error();

* EXEC SQL CONNECT :argv[1];

* insertStmt = "INSERT INTO dept VALUES(50, 'ACCTG', 'SEATTLE')";

* EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :insertStmt;

* fprintf(stderr, "ok\n");

* EXEC SQL COMMIT RELEASE;

* exit(EXIT_SUCCESS);

}

static void handle_error(void)

{

* fprintf(stderr, "%s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE;

* EXEC SQL ROLLBACK RELEASE;

* exit(EXIT_FAILURE);

}

/***********************************************************/

コードサンプルは、C stdio, stringおよび stdlibライブラリのプロトタイプと型定義を含めることか
ら始まり、プログラムの基本的なインフラストラクチャを提供します。

# include <stdio.h>

# include <string.h>

# include <stdlib.h>

static void handle_error(void);

int main(int argc, char *argv[])

{

* char *insertStmt;

例、エラーハンドラを設定します。 ECPGPlusは、SQLエラーが発生するたびに handle_error()ファン
クションを呼び出します。

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO handle_error();

次に、コマンドラインで指定された資格情報を使用してデータベースに接続し例。

EXEC SQL CONNECT :argv[1];

次に、プログラムは EXECUTE IMMEDIATEステートメントを使用して SQLステートメントを実行し、dept
テーブルに行を追加します。
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insertStmt = "INSERT INTO dept VALUES(50, 'ACCTG', 'SEATTLE')";

EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :insertStmt;

何らかの理由で EXECUTE IMMEDIATEコマンドが失敗した場合、ECPGPlusは handle_error()ファンク
ションを呼び出します（エラーメッセージをユーザに表示した後、アプリケーションを終了します）。EXECUTE
IMMEDIATEコマンドが成功すると、アプリケーションはメッセージ (ok)をユーザに表示し、変更をコミッ
トし、サーバーから切断し、アプリケーションを終了します。

* * fprintf(stderr, "ok\n");

* * EXEC SQL COMMIT RELEASE;

* * exit(EXIT_SUCCESS);

}

ECPGPlus は、SQL エラーが発生するたびに handle_error() ファンクションを呼び出します。
handle_error()ファンクションは、エラーメッセージのコンテンツを出力し、エラーハンドラをリセッ
トし、変更をロールバックし、データベースから切断し、アプリケーションを終了します。

static void handle_error(void)

{

* fprintf(stderr, "%s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE;

* EXEC SQL ROLLBACK RELEASE;

* exit(EXIT_FAILURE);

}

4.2 例-指定された数のプレースホルダーを使用した非クエリステートメ
ントの実行

既知の数のパラメータプレースホルダを含むクエリ以外のコマンドを実行には、最初に PREPAREステート
メント（ステートメントハンドルを提供）、次に EXECUTEステートメントハンドルを使用したステートメ
ントを実行する必要があります。アプリケーションがステートメントを実行するとき、ステートメントで
見つかった各プレースホルダに値を提供する必要があります。

アプリケーションが PREPARE/EXECUTEメカニズムを使用する場合、各 SQLステートメントは 1回解析お
よび計画されますが、何度も実行される可能性があります（毎回異なる値を提供）。

ECPGPlusは、可能であれば、各パラメータ値を SQLステートメントに必要なタイプに変換します。不可
能な場合、ECPGPlusはエラーをレポートします。

/***********************************************************/

# include <stdio.h>

# include <string.h>

# include <stdlib.h>

# include <sqlca.h>

(次のページに続く)
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static void handle_error(void);

int main(int argc, char *argv[])

{

* char *stmtText;

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO handle_error();

* EXEC SQL CONNECT :argv[1];

* stmtText = "INSERT INTO dept VALUES(?, ?, ?)";

* EXEC SQL PREPARE stmtHandle FROM :stmtText;

* EXEC SQL EXECUTE stmtHandle USING :argv[2], :argv[3], :argv[4];

* fprintf(stderr, "ok\n");

* EXEC SQL COMMIT RELEASE;

* exit(EXIT_SUCCESS);

}

static void handle_error(void)

{

* printf("%s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE;

* EXEC SQL ROLLBACK RELEASE;

* exit(EXIT_FAILURE);

}

/***********************************************************/

コードサンプルは、C stdio, string, stdlibおよび sqlcaライブラリのプロトタイプと型定義を含め
ることから始まり、プログラムの基本的なインフラストラクチャを提供します。

# include <stdio.h>

# include <string.h>

# include <stdlib.h>

# include <sqlca.h>

static void handle_error(void);

int main(int argc, char *argv[])

{

* char *stmtText;

例、エラーハンドラを設定します。 ECPGPlusは、SQLエラーが発生するたびに handle_error()ファン
クションを呼び出します。

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO handle_error();

次に、コマンドラインで指定された資格情報を使用してデータベースに接続し例。
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EXEC SQL CONNECT :argv[1];

次に、プログラムは PREPAREステートメントを使用して、3つのパラメータマーカーを含むステートメン
トを解析および計画します。PREPAREステートメントが成功すると、ステートメントの実行に使用できる
ステートメントハンドルを作成します（この例では、ステートメントハンドルの名前付けは stmtHandle）。
同じステートメントハンドルを使用して、指定したステートメントをマルチプル回実行できます。

stmtText = "INSERT INTO dept VALUES(?, ?, ?)";

EXEC SQL PREPARE stmtHandle FROM :stmtText;

ステートメントをパースおよび計画した後、アプリケーションは EXECUTEステートメントを使用して、ス
テートメントハンドルに関連付けられているステートメントを実行し、パラメータマーカーをユーザーが
指定した値に置き換えます。

EXEC SQL EXECUTE stmtHandle USING :argv[2], :argv[3], :argv[4];

何らかの理由で EXECUTEコマンドが失敗した場合、ECPGPlusは handle_error()ファンクションを呼び
出します（エラーメッセージをユーザに表示した後、アプリケーションを終了します）。EXECUTEコマンド
が成功すると、アプリケーションはメッセージ (ok)をユーザに表示し、変更をコミットし、サーバーから
切断し、アプリケーションを終了します。

* * fprintf(stderr, "ok\n");

* * EXEC SQL COMMIT RELEASE;

* * exit(EXIT_SUCCESS);

}

ECPGPlus は、SQL エラーが発生するたびに handle_error() ファンクションを呼び出します。
handle_error()ファンクションは、エラーメッセージのコンテンツを出力し、エラーハンドラをリセッ
トし、変更をロールバックし、データベースから切断し、アプリケーションを終了します。

static void handle_error(void)

{

* printf("%s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE;

* EXEC SQL ROLLBACK RELEASE;

* exit(EXIT_FAILURE);

}
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4.3 例-既知の数のプレースホルダーでクエリを実行する
この例は、既知の数の入力パラメーターと、結果セット内の既知の数の列を使用してクエリーを実行する方
法を示しています。このメソッドは、カーソルを開いて結果セットを反復処理する前に、PREPAREステー
トメントを使用してクエリーを解析および計画します。

/***********************************************************/

# include <stdio.h>

# include <string.h>

# include <stdlib.h>

# include <stdbool.h>

# include <sqlca.h>

static void handle_error(void);

int main(int argc, char *argv[])

{

* VARCHAR empno[10];

* VARCHAR ename[20];

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO handle_error();

* EXEC SQL CONNECT :argv[1];

* EXEC SQL PREPARE queryHandle

* FROM "SELECT empno, ename FROM emp WHERE deptno = ?";

* EXEC SQL DECLARE empCursor CURSOR FOR queryHandle;

* EXEC SQL OPEN empCursor USING :argv[2];

* EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO break;

* while(true)

* {

* EXEC SQL FETCH empCursor INTO :empno, :ename;

* printf("%-10s %s\n", empno.arr, ename.arr);

* }

* EXEC SQL CLOSE empCursor;

* EXEC SQL COMMIT RELEASE;

* exit(EXIT_SUCCESS);

}

static void handle_error(void)

{

* printf("%s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE;

* EXEC SQL ROLLBACK RELEASE;

* exit(EXIT_FAILURE);

}

/***********************************************************/

コードサンプルは、C stdio, string, stdlib, stdboolおよび sqlcaライブラリのプロトタイプと型
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定義を含めることから始まり、プログラムの基本的なインフラストラクチャを提供します。

# include <stdio.h>

# include <string.h>

# include <stdlib.h>

# include <stdbool.h>

# include <sqlca.h>

static void handle_error(void);

int main(int argc, char *argv[])

{

* VARCHAR empno[10];

* VARCHAR ename[20];

例、エラーハンドラを設定します。 ECPGPlusは、SQLエラーが発生するたびに handle_error()ファン
クションを呼び出します。

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO handle_error();

次に、コマンドラインで指定された資格情報を使用してデータベースに接続し例。

EXEC SQL CONNECT :argv[1];

次に、プログラムは PREPAREステートメントを使用して、単一のパラメータマーカーを含むクエリーを解
析および計画します。PREPAREステートメントが成功すると、ステートメントの実行に使用できるステー
トメントハンドルを作成します（この例では、ステートメントハンドルは名前付け）。同じステートメント
ハンドルを使用して、指定したステートメントをマルチプル回実行できます。

EXEC SQL PREPARE stmtHandle

* FROM "SELECT empno, ename FROM emp WHERE deptno = ?";

次に、プログラムはカーソル empCursorを宣言して開き、準備された SELECTステートメントのパラメー
タマーカーをユーザーが指定した値に置き換えます。OPENステートメントには USING句が含まれている
ことに注意してください。USING句は、クエリーで見つかったプレースホルダごとに値を提供する必要が
あります。

EXEC SQL DECLARE empCursor CURSOR FOR stmtHandle;

EXEC SQL OPEN empCursor USING :argv[2];

EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO break;

while(true)

{

プログラムはカーソルを反復処理し、選択した部門の各従業員の従業員番号と名前を出力します。

4.3. 例-既知の数のプレースホルダーでクエリを実行する 39



ECPGPlus Guide,リリース 1.0.0

* EXEC SQL FETCH empCursor INTO :empno, :ename;

* printf("%-10s %s\n", empno.arr, ename.arr);

}

その後、プログラムはカーソルを閉じ、変更をコミットし、サーバーから切断して、アプリケーションを
終了します。

* EXEC SQL CLOSE empCursor;

* EXEC SQL COMMIT RELEASE;

* exit(EXIT_SUCCESS);

}

アプリケーションは、SQL エラーが発生するたびに handle_error() ファンクションを呼び出します。
handle_error()ファンクションは、エラーメッセージのコンテンツを出力し、エラーハンドラをリセッ
トし、変更をロールバックし、データベースから切断し、アプリケーションを終了します。

static void handle_error(void)

{

* printf("%s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE;

* EXEC SQL ROLLBACK RELEASE;

* exit(EXIT_FAILURE);

}

</ div>

4.4 例-未知の数の変数でクエリを実行する
次の例は、結果セット内の未知の数の入力パラメーターや列を使用してクエリーを実行する方法を示して
います。このタイプのクエリーは、クエリーのテキストのプロンプトをユーザに要求したとき、またはユー
ザがいくつかの条件（フィルターなど）から選択したフォームからクエリーが組み立てられたときに発生
します。

/***********************************************************/

# include <stdio.h>

# include <stdlib.h>

# include <sqlda.h>

# include <sqlcpr.h>

SQLDA *params;

SQLDA *results;

static void allocateDescriptors(int count,

* int varNameLength,

* int indNameLenth);

(次のページに続く)
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static void bindParams(void);

static void displayResultSet(void);

int main(int argc, char *argv[])

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *username = argv[1];

* char *password = argv[2];

* char *stmtText = argv[3];

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR sqlprint;

* EXEC SQL CONNECT TO test

* USER :username

* IDENTIFIED BY :password;

* params = sqlald(20, 64, 64);

* results = sqlald(20, 64, 64);

* EXEC SQL PREPARE stmt FROM :stmtText;

* EXEC SQL DECLARE dynCursor CURSOR FOR stmt;

* bindParams();

* EXEC SQL OPEN dynCursor USING DESCRIPTOR params;

* displayResultSet(20);

}

static void bindParams(void)

{

* EXEC SQL DESCRIBE BIND VARIABLES FOR stmt INTO params;

* if (params->F < 0)

* fprintf(stderr, "Too many parameters required\n");

* else

* {

* int i;

* params->N = params->F;

* for (i = 0; i < params->F; i++)

* {

* char *paramName = params->S[i];

* int nameLen = params->C[i];

* char paramValue[255];

* printf("Enter value for parameter %.*s: ",

* nameLen, paramName);

* fgets(paramValue, sizeof(paramValue), stdin);

* params->T[i] = 1; /* Data type = Character (1) */

* params->L[i] = strlen(paramValue) - 1;

* params->V[i] = strdup(paramValue);

* }

* }
(次のページに続く)
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}

static void displayResultSet(void)

{

* EXEC SQL DESCRIBE SELECT LIST FOR stmt INTO results;

* if (results->F < 0)

* fprintf(stderr, "Too many columns returned by query\n");

* else if (results->F == 0)

* return;

* else

* {

* int col;

* results->N = results->F;

* for (col = 0; col < results->F; col++)

* {

* int null_permitted, length;

* sqlnul(&results->T[col],

* &results->T[col],

* &null_permitted);

* switch (results->T[col])

* {

* case 2: /* NUMERIC */

* {

* int precision, scale;

* sqlprc(&results->L[col], &precision, &scale);

* if (precision == 0)

* precision = 38;

* length = precision + 3;

* break;

* }

* case 12: /* DATE */

* {

* length = 30;

* break;

* }

* default: /* Others */

* {

* length = results->L[col] + 1;

* break;

* }

* }

* results->V[col] = realloc(results->V[col], length);

* results->L[col] = length;

* results->T[col] = 1;

* }
(次のページに続く)
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* EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO break;

* while (1)

* {

* const char *delimiter = "";

* EXEC SQL FETCH dynCursor USING DESCRIPTOR results;

* for (col = 0; col < results->F; col++)

* {

* if (*results->I[col] == -1)

* printf("%s%s", delimiter, "<null>");

* else

* printf("%s%s", delimiter, results->V[col]);

* delimiter = ", ";

* }

* printf("\n");

* }

* }

}

/***********************************************************/

コードサンプルは、C stdioおよび stdlibライブラリのプロトタイプと型定義を含めることから始まり
ます。さらに、プログラムには sqlda.hおよび sqlcpr.hヘッダーファイルが含まれています。sqlda.h
は、この例全体で使用される SQLDA構造を定義します。sqlcpr.hは、SQLDA構造体で見つかったメタ
データを調べるために使用される関数の小さなセットを定義します。

# include <stdio.h>

# include <stdlib.h>

# include <sqlda.h>

# include <sqlcpr.h>

次に、プログラムは 2つの SQLDA構造体へのポインターを宣言します。最初の SQLDA構造体 (params)
は、動的クエリテキストで見つかったパラメータマーカーのメタデータを記述するために使用されます。2
番目の SQLDA構造体 (results)には、動的クエリーの実行によって取得されたメタデータと結果セット
の両方が含まれます。

SQLDA *params;

SQLDA *results;

次に、プログラムは 2つのヘルパ関数を宣言します（コードサンプルの終わり近くで定義されます）。

static void bindParams(void);

static void displayResultSet(void);

次に、プログラムは 3つのホスト変数を宣言します。最初の 2つ（usernameと password）は、データ
ベースサーバへの接続に使用されます。3番目のホスト変数 (stmtTxt)は、実行クエリーのテキストを含
む NULLで終了する C文字列です。これら 3つのホスト変数の値は、コマンドライン引数から派生してい
ることに注意してください。プログラムの実行が開始されると、エラーハンドラが設定され、データベー

4.4. 例-未知の数の変数でクエリを実行する 43



ECPGPlus Guide,リリース 1.0.0

スサーバに接続されます。

int main(int argc, char *argv[])

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* char *username = argv[1];

* char *password = argv[2];

* char *stmtText = argv[3];

* EXEC SQL END DECLARE SECTION;

* EXEC SQL WHENEVER SQLERROR sqlprint;

* EXEC SQL CONNECT TO test

* USER :username

* IDENTIFIED BY :password;

次に、プログラムは sqlald()ファンクションを呼び出して、各ディスクリプタに必要なメモリを割り当
てます。各ディスクリプタには（とりわけ）が含まれます。

• 列名の配列へのポインタ

• インジケータ名の配列へのポインタ

• データ型の配列へのポインタ

• 長さの配列へのポインタ

• データ値の配列へのポインタ。

SQLDAディスクリプタを割り当てる場合、結果セットで見つけると予想される列の最大数（SELECT-リスト
記述子の場合）または動的クエリテキストを見つけると予想するパラメーターの最大数（バインド変数記
述子の場合）を指定します-この場合、20列と 20パラメーターを超えないことを指定します。また、各列
（またはパラメータ）名前と各インジケーター変数名前の最大長さを指定する必要があります。この場合、
名前の長さは 64バイト以下であると予想されます。

SQLDA構造の完全な説明については、SQLDA Structureセクションを参照してください。

params = sqlald(20, 64, 64);

results = sqlald(20, 64, 64);

SELECT-リストとバインド記述子を割り当てた後、プログラムは動的ステートメントを準備し、結果セット
上にカーソルを宣言します。

EXEC SQL PREPARE stmt FROM :stmtText;

EXEC SQL DECLARE dynCursor CURSOR FOR stmt;

次に、プログラムは bindParams()ファンクションを呼び出します。bindParams()ファンクションはバ
インドディスクリプタプロンプトを調べ、動的クエリーで見つかった各パラメータマーカーの代わりに置
き換える値をユーザに求めます。

bindParams();
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最後に、プログラムはカーソルを開き（ユーザが指定したパラメータ値があればそれを使用して）、
displayResultSet() ファンクションを呼び出してクエリーによって生成された結果セットをプリント
します。

EXEC SQL OPEN dynCursor USING DESCRIPTOR params;

displayResultSet();

}

bindParams()ファンクションは、動的クエリーにパラメータマーカーが含まれているかどうかを判断し、
含まれている場合は、各パラメータの値をユーザに求め、その値を対応するマーカーにバインドします。
DESCRIBE BIND VARIABLEステートメントは、params SQLDA構造体に各パラメータマーカーを説明する
情報を設定します。

static void bindParams(void)

{

* EXEC SQL DESCRIBE BIND VARIABLES FOR stmt INTO params;

ステートメントにパラメータマーカーが含まれない場合、params->Fには 0が含まれます。ステートメン
トにディスクリプタに収まるよりも多くのパラメータが含まれる場合、params->Fには負の数が含まれま
す（この場合、params->Fの絶対値は、ステートメント）。params->Fに正の数値が含まれている場合、そ
の数値はステートメントで見つかったパラメータマーカーの数を示します。

if (params->F < 0)

* fprintf(stderr, "Too many parameters required\n");

else

{

* int i;

* params->N = params->F;

次に、プログラムは、ユーザに値の入力を求めるループを実行し、ステートメントで見つかったパラメー
タマーカーごとに 1回繰り返します。

for (i = 0; i < params->F; i++)

{

* char *paramName = params->S[i];

* int nameLen = params->C[i];

* char paramValue[255];

* printf("Enter value for parameter %.*s: ",

* nameLen, paramName);

* fgets(paramValue, sizeof(paramValue), stdin);

指定されたパラメータの値の入力をユーザに求めた後、プログラムは、値のデータタイプを示すように
params->T[i]を設定することにより、その値をパラメータにバインドし（型コードのリストについては
Type Codesを参照）、params->L[i]の長さを値（fgets()によって追加された末尾の改行文字を削除するた
めに 1を減算します）、およびユーザによって提供されたNULL終了文字列のコピーを指す params->V[i]。
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* params->T[i] = 1; /* Data type = Character (1) */

* params->L[i] = strlen(paramValue) + 1;

* params->V[i] = strdup(paramValue);

* }

* }

}

displayResultSet()ファンクションは、結果セットの各行をループし、各行で見つかった値を出力しま
す。displayResultSet()は、DESCRIBE SELECT LISTステートメントを実行することから始まります。
このステートメントは、SQLDAディスクリプタ (results)に結果セット内の各列の説明を取り込みます。

static void displayResultSet(void)

{

* EXEC SQL DESCRIBE SELECT LIST FOR stmt INTO results;

動的ステートメントが列を返さない場合（つまり、動的ステートメントが SELECTステートメントではな
い場合）、results->Fには 0が含まれます。ステートメントがディスクリプタに収まるよりも多くの列を
返す場合、results->Fには負の数が含まれます（この場合、results->Fの絶対値は、ステートメントに
よって返される列の数を示します）。results->Fに正の数が含まれる場合、その数はクエリーによって返
される列の数を示します。

if (results->F < 0)

* fprintf(stderr, "Too many columns returned by query\n");

else if (results->F == 0)

* return;

else

{

* int col;

* results->N = results->F;

次に、プログラムはループに入り、結果セットの列ごとに 1回反復します。

for (col = 0; col < results->F; col++)

{

* int null_permitted, length;

results->Tにあるタイプコードをデコードために、プログラムは sqlnul()ファンクションを呼び出しま
す（SQLDA構造体の Tメンバの説明を参照してください）。この sqlnul()の呼び出しは、型コードのみ
を含むように変更します（nullabilityフラグはにコピーされます）。DESCRIBE SELECT LISTステートメン
トは各列のタイプと各列の NULL可能性を T配列にエンコードするため、このステップが必要です。

sqlnul(&results->T[col],

* &results->T[col],

* &null_permitted);

列の実際のデータタイプをデコードした後、プログラムは結果ディスクリプタを変更して、ECPGPlusに
NULLで終わる文字列のフォームで各値を結果ように指示します。ディスクリプタを変更前に、プログラ
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ムは各値を保持するために必要なスペースの量を計算する必要があります。この計算を makeに、プログ
ラムは各列 (results->V[col])の最大長さと各列 (results->T[col])のデータタイプを調べます。

数値の場合（results->T[col] = 2）、プログラムは sqlprc()ファンクションを呼び出して、列の長さ
から精度とスケールを抽出します。文字列フォームの数値を保持するために必要なバイト数を計算するに
は、displayResultSet()は精度（つまり、最大桁数）で始まり、符号文字、10進数、および NULLター
ミネータに 3バイトを追加します。

switch (results->T[col])

{

* case 2: /* NUMERIC */

* {

* int precision, scale;

* sqlprc(&results->L[col], &precision, &scale);

* if (precision == 0)

* precision = 38;

* length = precision + 3;

* break;

* }

日付値の場合、プログラムは 30のやや任意のハードコードされた長さを使用します。実際のアプリケー
ションでは、必要なスペースの量をより慎重に計算することができます。

case 12: /* DATE */

{

* length = 30;

* break;

}

日付または数値以外のタイプの値の場合、displayResultSet()は DESCRIBE SELECT LISTによって報告
された最大列幅で始まり、NULLターミネーターに 1バイト追加されます。繰り返しますが、実際のアプ
リケーションでは、他のデータ型に対してより慎重な計算を含めることができます。

default: /* Others */

{

* length = results->L[col] + 1;

* break;

}

}

特定の列を保持するために必要なスペースの量を計算した後、プログラムは値を保持するのに十分な
メモリを割り当て、results->L[col] を設定して results->V[col] で見つかったバイト数を示し、列
(results->T[col])の型コードを 1に設定して今後の指示を出します NULLで終わる文字列のフォーム
で値を結果 FETCHステートメント。

* results->V[col] = malloc(length);

* results->L[col] = length;

(次のページに続く)
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* results->T[col] = 1;

}

この時点で、FETCHステートメントが各値をNULLで終わる文字列のフォームで適切なサイズのバッファー
にコピーできるように、結果ディスクリプタが構成されます。

次に、プログラムは、カーソルが使い果たされたときに、次のループから抜け出す新しいエラーハンドラ
を定義します。

EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO break;

while (1)

{

* const char *delimiter = "";

プログラムは FETCHステートメントを実行して、カーソルの次の行を resultsディスクリプタにフェッ
チします。FETCHステートメントが失敗した場合（カーソルが使い果たされたため）、ループの先頭の前に
EXEC SQL WHENEVERディレクティブが見つかったため、制御はループの末尾に移動しループ。

EXEC SQL FETCH dynCursor USING DESCRIPTOR results;

FETCHステートメントは、結果ディスクリプタの次のメンバーを取り込みます。

• *results->I[col]は、列に NULL値 (-1)または非 NULL値 (0)が含まれているかどうかを示し
ます。値が NULLではないが、指定されたスペースに収まるにはラージすぎる場合、値は切り捨て
られ、*results->I[col]には正の値が含まれます。

• results->V[col] には、指定された列に対してフェッチされた値が含まれます（(unless
*results->I[col]は、列の値が NULLであることを示します）。

• results->L[col]には、指定された列に対してフェッチされた値の長さが含まれます。

最後に、displayResultSet()は結果セットの各列を反復処理し、対応する NULLインジケーターを調べ
て、値を出力します。結果セットは整列されません-代わりに、各値はコンマによって前の値から分離され
ます。

for (col = 0; col < results->F; col++)

{

* if (*results->I[col] == -1)

* printf("%s%s", delimiter, "<null>");

* else

* printf("%s%s", delimiter, results->V[col]);

* delimiter = ", ";

}

printf("\n");

}

}

(次のページに続く)
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}

/***********************************************************/
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ECPGPlusは、埋め込み SQLコードのエラーを検出してハンドルする 2つの方法を提供します。

• クライアントアプリケーションは、sqlcaデータ構造のエラーメッセージを調べ、クライアントクラ
イアントアプリケーション用にカスタマイズされたエラーハンドリングを提供できます。

• クライアントアプリケーションには、エラー処理コードを追加するように ECPGPlusコンパイラに指
示する EXEC SQL WHENEVER指示子を含めることができます。

5.1 sqlcaによるエラー処理
sqlca（SQL通信領域）は、サーバーからクライアントアプリケーションに情報を通信するために ecpglib
によって使用されるグローバル変数です。SQLステートメント（例、INSERTまたは SELECTステートメン
ト）を実行した後、sqlcaの内容を調べて、ステートメントが正常に完了したか、ステートメントが失敗
したかを判断できます。

sqlcaの構造は次のとおりです。

struct

{

* char sqlcaid[8];

* long sqlabc;

* long sqlcode;

* struct

* {

* int sqlerrml;

* char sqlerrmc[SQLERRMC_LEN];

* } sqlerrm;

* char sqlerrp[8];

* long sqlerrd[6];

* char sqlwarn[8];

* char sqlstate[5];

} sqlca;

次のディレクティブを使用して、sqlca機能を実装します。
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EXEC SQL INCLUDE sqlca;

ecpgディレクティブを含める場合、クライアントアプリケーションのヘッダー宣言で#include sqlca.h
ファイルを使用する必要はありません。

Advanced Server sqlca構造には、次のメンバーが含まれています。

sqlcaid

sqlcaidには文字列"SQLCA"が含まれます。

sqlabc

sqlabcには、sqlca構造のサイズが含まれます。

sqlcode

sqlcodeメンバは SQL 92で非推奨になりました。 Advanced Serverは下位互換性のために sqlcodeをサ
ポートしますが、新しいコードを記述するときは sqlstateメンバを使用する必要があります。

sqlcodeは整数値です。正の sqlcode値は、クライアントアプリケーションが無害な処理条件に遭遇した
ことを示し、負の値はワーニングまたはエラーを示します。

ステートメントがエラーなしで処理される場合、sqlcodeには値 0が含まれます。クライアントアプリケー
ションでステートメントの実行中にエラー（またはワーニング）が発生した場合、sqlcodeには最後に返
されたコードが含まれます。

SQL標準では、正の値 100のみが定義されています。これは、処理された最新の SQLステートメントが返
された/影響を受けた行がないことを示します。標準 SQL他のデータベース値を定義していないため、各
条件に割り当てられる値はデータベースごとに異なる可能性があることに注意してください。

sqlerrmは、sqlca内に埋め込みれた構造体であり、2つのメンバーで構成されています。

sqlerrml

sqlerrmlには、現在 sqlerrmcに保存されているエラーメッセージの長さが含まれます。

sqlerrmc

sqlerrmcには、sqlstateに保存されているコードに関連付けられたヌル終了メッセージテキストが含ま
れています。メッセージの長さが 149文字を超える場合、ecpglibはエラーメッセージを切り捨てます。

sqlerrp

sqlerrpには文字列"NOT SET"が含まれます。

sqlerrdは、6つの要素を含む配列です。

• sqlerrd[1]には、処理された行の OIDが含まれます（該当する場合）。

• sqlerrd[2]には、処理または返された行の数が含まれます。

• sqlerrd[0], sqlerrd[3], sqlerrd[4]および sqlerrd[5]は未使用です。

sqlwarnは、8文字を含む配列です。

• sqlwarn内の他の要素が'W'に設定されている場合、sqlwarn[0]には'W'の値が含まれます。
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• データ値がホスト変数に格納されたときに切り捨てられた場合、sqlwarn[1]には'W'の値が含まれ
ます。

• クライアントアプリケーションで致命的でないワーニングが発生した場合、sqlwarn[2]には'W'の
値が含まれます。

• sqlwarn[3], sqlwarn[4], sqlwarn[5], sqlwarn[6]、および sqlwarn[7]は未使用です。

sqlstate

sqlstateは、クライアントアプリケーションからステートメントを実行した後の SQL準拠のステータス
コードを含む 5文字の配列です。ステートメントがエラーなしで処理される場合、sqlstateには 00000
の値が含まれます。sqlstateは nullで終わる文字列ではないことにノートしてください。

sqlstateコードは、階層スキームで割り当てられます。

• sqlstateの最初の 2文字は、条件の一般的なクラスを示します。

• sqlstateの最後の 3文字は、クラス内の特定のステータスを示します。

SQLアプリケーションの実行中にクライアントアプリケーションでマルチプルのエラー（または警告）が
発生した場合、sqlstateには最後に返されたコードが含まれます。

次の表に、sqlstateと sqlcodeの値、および関連する条件のシンボル名前とエラーの説明を示します。

sqlstate sqlcode
(Depre-
cated)

Symbolic Name Description

YE001 -12 ECPG_OUT_OF_MEMORY 仮想メモリが使い果たされています。
YE002 -200 ECPG_UNSUPPORTED プリプロセッサが認識されないアイ

テムを生成しました。プリプロセッ
サとライブラリ間の非互換性を示し
ている可能性があります。

07001,
or
07002

-201 ECPG_TOO_MANY_ARGUMENTS プログラムは、コマンドが期待する
よりも多くの変数を指定します。

07001,
or
07002

-202 ECPG_TOO_FEW_ARGUMENTS プログラムは、コマンドが期待する
よりも少ない変数を指定しました。

21000 -203 ECPG_TOO_MANY_MATCHES SQLコマンドはマルチプルの行を返
しましたが、ステートメントは単一
の行を受け取るように準備されてい
ます。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
sqlstate sqlcode

(Depre-
cated)

Symbolic Name Description

42804 -204 ECPG_INT_FORMAT ホスト変数（C コードで定義）は
INT 型であり、選択されたデータ
は INT に変換できない型です。
`ecpglib`は、̀strtol()`ファンクション
を使用して文字列値を数値フォーム
に変換します。

42804 -205 ECPG_UINT_FORMAT ホスト変数（Cコードで定義）は符号
なし INTであり、選択されたデータ
は符号なし INTに変換できないタイ
プです。 `ecpglib`は、̀ strtoul()`ファ
ンクションを使用して文字列値を数
値フォームに変換します。

42804 -206 ECPG_FLOAT_FORMAT ホスト変数（C コードで定義）は
FLOAT タイプであり、選択された
データは FLOATに変換できないタ
イプです。 `ecpglib`は、`strtod()`フ
ァンクションを使用して文字列値を
数値フォームに変換します。

42804 -211 ECPG_CONVERT_BOOL ホスト変数（C コードで定義）は
BOOL型であり、選択したデータを
BOOLに格納することはできません。

YE002 -2-1 ECPG_EMPTY サーバーに送信されたステートメン
トは空でした。

22002 -213 ECPG_MISSING_INDICATOR サーバーから返された NULL 値に
NULLインジケーター変数が指定さ
れていません（クライアントアプリ
ケーションが予期しないNULL値を
受け取りました）。

42804 -214 ECPG_NO_ARRAY サーバーは配列を返しましたが、対
応するホスト変数は配列を格納でき
ません。

42804 -215 ECPG_DATA_NOT_ARRAY サーバーは、配列ではない値を、配
列値を期待するホスト変数に返しま
した。

08003 -220 ECPG_NO_CONN クライアントアプリケーションが存
在しない接続を使用しようとしまし
た。

YE002 -221 ECPG_NOT_CONN クライアントアプリケーションは、
割り当てられているが閉じられてい
る接続を使用しようとしました。

26000 -230 ECPG_INVALID_STMT 声明は作成されていません。
次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
sqlstate sqlcode

(Depre-
cated)

Symbolic Name Description

33000 -240 ECPG_UNKNOWN_DESCRIPTOR 指定されたディスクリプタが見つか
りません。

07009 -241 ECPG_INVALID_DESCRIPTOR_INDEXディスクリプタインデックスが範囲
外です。

YE002 -242 ECPG_UNKNOWN_DESCRIPTOR_ITEMクライアントアプリケーションが無
効なディスクリプタアイテムを要求
しました（内部エラー）。

07006 -243 ECPG_VAR_NOT_NUMERIC 動的ステートメントが、数値以外の
ホスト変数の数値を返しました。

07006 -244 ECPG_VAR_NOT_CHAR 動的 SQLステートメントが CHAR
値を返しましたが、ホスト変数は
CHARではありません。

-400 ECPG_PGSQL サーバーはエラーメッセージを返し
ました;結果のメッセージにはエラー
テキストが含まれます。

08007 -401 ECPG_TRANS サーバーは、指定されたトランザク
ションをスタート、コミット、また
はロールバックできません。

08001 -402 ECPG_CONNECT クライアントアプリケーションの
データベースへの接続に失敗しまし
た。

02000 100 ECPG_NOT_FOUND 最後のコマンドで行が取得または処
理されていないか、カーソルの最後
に到達しました。
NA

5.2 EXEC SQL WHENEVER

EXEC SQL WHENEVERディレクティブを使用して、ECPGPlusでコンパイルされたクライアントアプリケー
ションにシンプルエラーハンドリングを実装します。ディレクティブの構文は次のとおりです。

EXEC SQL WHENEVER <condition> <action>;

このディレクティブは、エラー処理コードをプログラムに挿入するように ECPGコンパイラに指示します。

このコードは、クライアントクライアントアプリケーションが特定の条件を検出した場合に、指定された
アクションを実行するようにクライアントアプリケーションに指示します。条件は次のいずれかです。

SQLERROR

sqlca.sqlcodeがゼロより小さいの場合、SQLERROR条件が存在します。

SQLWARNING
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sqlca.sqlwarn[0]に'W'が含まれている場合、SQLWARNING条件が存在します。

NOT FOUND

sqlca.sqlcodeが ECPG_NOT_FOUNDの場合（クエリーがデータを返さない場合）、NOT FOUND条件が存在
します。

前の条件のいずれかに遭遇した場合、クライアントアプリケーションが次のアクションのいずれかを実行
するように指定できます。

CONTINUE

現在のconditionを無視して、処理を続行するようクライアントアプリケーションに指示するには、CONTINUE
を指定します。CONTINUEはデフォルトのアクションです。

DO CONTINUE

DO CONTINUEのアクションは、出力された Cコードで CONTINUEステートメントを生成します。条件に遭
遇すると、ループ内の残りのコードをスキップし、次の反復を続行します。ループ内でのみ使用できます。

GOTO label

または

GO TO label

C gotoステートメントを使用して、指定された labelにジャンプします。

SQLPRINT

sqlprint() ファンクションを使用して、エラーメッセージを stderr（標準エラー）に出力します。
sqlprint()ファンクションは sql errorを出力し、続いて sqlca.sqlerrm.sqlerrmcの内容を出力し
ます。

STOP

exit(1)を呼び出してエラーをシグナルし、プログラムを終了します。

DO BREAK

C breakステートメントを実行します。このアクションは、ループまたは switchステートメントで使用
します。

CALL name(args)

または

DO name(args)

argsパラメータで指定されたパラメーターを使用して、parameterという名前で指定された Cファンク
ションを呼び出します。

例：

次のコードは、クライアントアプリケーションでフラグメントが発生した場合にメッセージを出力し、エ
ラーが発生した場合にアプリケーションを中止します。
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EXEC SQL WHENEVER SQLWARNING SQLPRINT;

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP;

!!! Note *クライアントアプリケーションが上から下に実行できない場合でも、ECPGPlusコンパイラはプ
ログラムを上から下に処理します。コンパイラディレクティブは各行にオーダーに適用され、コンパイラ
が別のディレクティブに遭遇するまで有効です。プログラム内のフローの制御が上から下にない場合は、
コンパイル中に誤って見落とされる可能性があるプログラムの任意の部分にエラー処理指示子を追加する
ことを検討する必要があります。
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以下のセクションでは、ecpgPlus言語要素について説明します。

• Cプリプロセッサディレクティブ

• サポートされている Cデータ型

• タイプコード

• SQLDA構造

• ECPGPlusステートメント

6.1 Cプリプロセッサディレクティブ
ECPGPlus Cプリプロセッサは、ECPGPlusを呼び出すモードに依存する 2つの動作を強制します。

• PROCモード

• non-PROCモード

** PROCモードでのコンパイル**

PROCモードでは、ECPGPlusで次のことができます。

• EXEC SQL BEGIN/END DECLARE SECTIONの外部でホスト変数を宣言します。

• ECPGと互換性のあるデータタイプである限り、C変数をホスト変数として使用します。

PROCモードで（-C PROCキーワードを含めることにより）ECPGPlusを呼び出すと、ECPGコンパイラは
次の Cプリプロセッサ指示子を受け入れます。

# include

# if expression

# ifdef symbolName

# ifndef symbolName

# else

# elif expression

# endif

# define symbolName expansion

# define symbolName([macro arguments]) expansion

(次のページに続く)
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# undef symbolName

# defined(symbolName)

プリプロセッサ指示子は、コンパイラが受け取るコードを有効化または指示するために使用されます。例、
次のコードサンプルを使用します。

# if HAVE_LONG_LONG == 1

# define BALANCE_TYPE long long

# else

# define BALANCE_TYPE double

# endif

...

BALANCE_TYPE customerBalance;

次のコマンドライン引数で ECPGPlusを起動する場合：

ecpg –C PROC –DHAVE_LONG_LONG=1

ECPGPlusは、フラグメント全体を（変更なしで）出力ファイルにコピーしますが、次のトークンのみを
ECPGパーサに送信します。

long long customerBalance;

一方、次のコマンドライン引数で ECPGPlusを呼び出した場合：

ecpg –C PROC –DHAVE_LONG_LONG=0

ECPGパーサは次のトークンを受け取ります。

double customerBalance;

コードがプリプロセッサ指示子を使用してコンパイラに送信されるコードをフィルタリングする場合、ECPG
パーサは処理されたトークンストリームのみを参照しながら、完全なコードはオリジナルのコードに保持
されます。

EXECディレクティブを使用して次のプリプロセッサ指示子を実行するときに、互換性のある構文を使用す
ることもできます。

EXEC ORACLE DEFINE

EXEC ORACLE UNDEF

EXEC ORACLE INCLUDE

EXEC ORACLE IFDEF

EXEC ORACLE IFNDEF

EXEC ORACLE ELIF

EXEC ORACLE ELSE

EXEC ORACLE ENDIF

EXEC ORACLE OPTION
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例、コードに次が含まれている場合：

EXEC ORACLE IFDEF HAVE_LONG_LONG;

# define BALANCE_TYPE long long

EXEC ORACLE ENDIF;

BALANCE_TYPE customerBalance;

次のコマンドライン引数で ECPGPlusを起動する場合：

ecpg –C PROC DEFINE=HAVE_LONG_LONG=1

ECPGPlusは、次のトークンを出力ファイルと ECPGパーサに送信します。

long long customerBalance;

!!! Note * EXEC ORACLEプリプロセッサ指示子は、ECPGコマンドラインで-C PROCを指定した場合にの
み機能します。

** SELECT_ERRORプリコンパイラオプションの使用**

ECPGPlusを互換モードで使用する場合、SELECT_ERRORプリプロセッサオプションを使用して、ホスト変
数が収容できるよりも多くの行を含む結果セットをハンドルする方法をプログラムに指示できます。構文
は次のとおりです。

SELECT_ERROR={YES|NO}

デフォルト値は YESです。結果セットがホスト変数の容量を超えると、SELECTステートメントはエラー
メッセージを結果ます。SELECTステートメントがホスト変数が対応できる数を超える行を返す場合、エ
ラーメッセージを抑制するようにプログラムに指示するには、NOを指定します。

SELECT_ERRORディレクティブとともに SELECT_ERRORを使用します。

非 PROCモードでのコンパイル

-C PROCコマンドラインオプションを含めない場合：

• Cプリプロセッサ指示子は、変更せずに出力ファイルにコピーされます。

• EXEC SQL BEGIN/END DECLAREセクション内でホスト変数として使用する各 C変数のタイプと名前
を宣言する必要があります。

非 PROCモードで呼び出されると、ECPGは PostgreSQL Core文書で説明されている動作を実装します。

</ div>
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6.2 サポートされているCデータ型
ECPGPlusアプリケーションは、SQLデータ型（SMALLINT、DOUBLE PRECISION、CHARACTER VARYINGな
ど）と Cデータ型（short、double、varchar[n]など）の 2つのデータ型セットを処理する必要がありま
す。アプリケーションがサーバーからデータをフェッチすると、ECPGPlusは各 SQLデータタイプをデー
タが返される C変数の型にマップします。

一般に、ECPGPlusはほとんどの SQLサーバータイプを同様の Cタイプに変換できますが、すべての組み
合わせが有効であるとは限りません。例、ECPGPlusは SQL文字値を C整数値に変換しようとしますが、
SQL文字値に数字以外の文字が含まれている場合、変換は（実行時に）失敗する場合があります。逆も同
様です。アプリケーションがサーバーに値を送信すると、ECPGPlusは Cデータタイプを必要な SQL型に
変換しようとします。繰り返しますが、C値を必要な SQL型に変換できない場合、変換は（実行時に）失
敗する可能性があります。

ECPGPlusは、任意の SQLタイプを C文字値 (char[n]または varchar[n])に変換できます。SQLタイ
プを char[n]または varchar[n]との間で変換することは安全ですが、多くの場合、int、double、また
は floatなどのより自然な Cタイプを使用すると便利です。

サポートされている Cデータ型は次のとおりです。

• short

• int

• unsigned int

• long long int

• float

• double

• char[n+1]

• varchar[n+1]

• bool

• および typedefによって作成された同等のもの

Cでサポートされる数値および文字型に加えて、pgtypeslibランタイムライブラリは、日付/時刻および
正確な数値を処理するためのカスタムデータ型（およびこれらの型を操作する関数）を提供します。

• timestamp

• interval

• date

• decimal

• numeric

pgtypeslibが提供するデータタイプを使用するには、適切なヘッダファイル#includeを使用する必要が
あります。
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6.3 型コード
次の表には、* external *データ型の型コードが含まれています。外部データタイプは、Cホスト変数の型を
示すために使用されます。アプリケーションが値をパラメータにバインドするか、バッファーを SELECT-
リストアイテムにバインドする場合、対応する SQLDAディスクリプタ (descriptor->T[column])の型
コードは次の値のいずれかに設定する必要があります。

Type Code Host Variable Type (C Data Type)

1, 2, 8, 11,
12, 15, 23,
24, 91, 94,
95, 96, 97

char[]

3 int

4, 7, 21
float

5, 6
null-terminated string (char[length+1])

9 varchar
22 double
68 unsigned int

次の表には、* internal *データ型の型コードが含まれています。内部型コードは、データベースに存在す
る値の型を示すために使用されます。DESCRIBE SELECT LISTステートメントは、次の値を使用してデー
タタイプ配列 (descriptor->T[column])を設定します。

Internal Type Code Server Type
1 VARCHAR2
2 NUMBER
8 LONG
11 ROWID
12 DATE
23 RAW
24 LONG RAW
96 CHAR
100 BINARY FLOAT
101 BINARY DOUBLE
104 UROWID
187 TIMESTAMP
188 TIMESTAMP W/TIMEZONE

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Internal Type Code Server Type
189 INTERVAL YEAR TO MONTH
190 INTERVAL DAY TO SECOND
232 TIMESTAMP LOCAL_TZ

</ div>

6.4 SQLDA構造
オラクル Dynamic SQLメソッド 4は、SQLDAデータ構造を使用して、動的 SQLステートメントのデー
タとメタデータデータを保持します。SQLDA構造体は、動的ステートメントのテキストまたは動的ステー
トメントの結果セットにあるパラメータマーカーに対応する入力パラメーターのセットを記述できます。
SQLDA構造のレイアウトは次のとおりです。

struct SQLDA

{

* int N; /* Number of entries */

* char **V; /* Variables */

* int *L; /* Variable lengths */

* short *T; /* Variable types */

* short **I; /* Indicators */

* int F; /* Count of variables discovered by DESCRIBE */

* char **S; /* Variable names */

* short *M; /* Variable name maximum lengths */

* short *C; /* Variable name actual lengths */

* char **X; /* Indicator names */

* short *Y; /* Indicator name maximum lengths */

* short *Z; /* Indicator name actual lengths */

};

パラメータ

N - maximum number of entries

N構造体メンバには、SQLDAが記述できるエントリの最大数が含まれます。このメンバは、SQLDA構造
を割り当てるときに sqlald()ファンクションによって設定されます。OPENまたは FETCHステートメント
でディスクリプタを使用する前に、Nを説明されている値の実際の数に設定する必要があります。

V - data values

V構造体メンバは、データ値の配列へのポインタです。

• SELECT-リストディスクリプタの場合、Vは FETCHステートメントによって返される値の配列を指し
ます（配列の各メンバは結果セットの列に対応します）。
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• バインドディスクリプタの場合、Vはパラメータ値の配列を指します（ディスクリプタを使用する
カーソルを開く前に、この配列に値を入力する必要があります）。

アプリケーションは、各値を保持するために必要なスペースを割り当てる必要があります。SELECT-リスト
値にスペースを割り当てる方法の例については、displayResultSetファンクションを参照してください。

L - length of each data value

L構造体メンバは、長さの配列へのポインタです。この配列の各メンバは、V配列の対応するメンバで利用
可能なメモリの量を示す必要があります。例、V[5]が 20バイトの NULL終了文字列を保持するのに十分
なラージさのバッファを指す場合、L[5]は値 21（文字列内の文字に 20バイトと NULL終了文字に 1バイ
ト）を含む必要があります。アプリケーションは、L配列の各メンバを設定する必要があります。

T - data types

T構造体のメンバは、ディスクリプタされた各列（またはパラメータ）に 1つずつ、データ型の配列を指
します。

• バインドディスクリプタの場合、T配列の各メンバを設定して、ECPGPlusに各パラメータのデータ
タイプを通知する必要があります。

• SELECT-リストディスクリプタの場合、DESCRIBE SELECT LISTステートメントは、T配列の各メン
バを、対応する列にあるデータのタイプを反映するように設定します。

FETCHステートメントを実行する前に T配列のメンバを変更して、ECPGPlusが対応する値を特定のデー
タタイプに変換するように強制できます。例、特定の列が DATE型であることを DESCRIBE SELECT LIST
ステートメントが示す場合、対応する Tメンバを変更して、次の FETCHステートメントが NULLで終わる
文字列のフォームでその値を結果ように要求できます。T配列の各メンバは、数値型コード（型コードのリ
ストを参照）。DESCRIBE SELECT LISTステートメントによって返されるタイプコードは、FETCHステー
トメントによって予期されるタイプコードとは異なります。DESCRIBE SELECT LISTステートメントの実
行後、Tの各メンバは、対応する列が NULL可能かどうかを示すデータタイプおよびフラグをエンコード
します。このファンクションを使用して、T配列のメンバから型コードと NULL可能フラグを抽出できま
す。ファンクションのシグネチャは次のとおりです。

void sqlnul(unsigned short *valType,

* unsigned short *typeCode,

* int *isNull)

例、results名前付けのディスクリプタの 3列目の型コードと NULL可能フラグを見つけるには、次のよう
に sqlnul()を呼び出します。

sqlnul(&results->T[2], &typeCode, &isNull);

I - indicator variables

I構造体メンバは、インジケーター変数の配列を指します。この配列は、アプリケーションが sqlald()
ファンクションを呼び出してディスクリプタを割り当てるときに割り当てられます。

• SELECT-リストディスクリプタの場合、I配列の各メンバは、対応する列に NULL（非ゼロ）値また
は非 NULL（ゼロ）値が含まれているかどうかを示します。

• バインドパラメータの場合、アプリケーションは I配列の各メンバを設定して、対応するパラメータ
値が NULLかどうかを示す必要があります。
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F - number of entries

F構造体のメンバは、記述子によってディスクリプタされる値の数を示します（N構造体のメンバは、記
述子によってディスクリプタできる値の最大数を示し、Fは値の実際の数を示します）。Fメンバの値は、
DESCRIBEステートメントの実行時に ECPGPlusによって設定されます。Fは、正、負、またはゼロです。

• SELECT-リストディスクリプタの場合、結果セットの列の数がディスクリプタによって許可される値
の最大数（N構造体メンバによって決定される）より小さいである場合、Fには正の値が含まれます。
ステートメントが SELECTステートメントではない場合は 0、クエリーが N構造体メンバで許可され
ているよりも多くの列を返す場合は負の値。

• バインドディスクリプタの場合、ステートメントで見つかったパラメーターの数がディスクリプタで
許可されている値の最大数（N構造体メンバによって決定される）以下である場合、Fには正の数が
含まれます。ステートメントにパラメーターマーカーが含まれていない場合は 0、ステートメントに
N構造体メンバで許可されているよりも多くのパラメータマーカーが含まれている場合は負の値。

Fに正の数が含まれている場合（DESCRIBEステートメントの実行後）、その数は結果セットの列数（SELECT-リ
ストディスクリプタの場合）またはステートメントで見つかったパラメータマーカーの数（バインドディ
スクリプタの場合）を反映します。Fに負の値が含まれる場合、Fの絶対値を計算して、必要な値（または
パラメータマーカー）の数を検出できます。例、SELECTリストを記述した後、Fに-24が含まれている場
合、クエリーが 24列を返すことがわかります。

S - column/parameter names

S構造体メンバは、NULLで終了する文字列の配列を指します。

• SELECT-リストディスクリプタの場合、DESCRIBE SELECT LISTステートメントは、この配列の各メ
ンバを結果セット内の対応する列の名前に設定します。

• バインドディスクリプタの場合、DESCRIBE BIND VARIABLESステートメントは、この配列の各メン
バを対応するバインド変数の名前に設定します。

このリリースでは、各バインド変数の名前は、クエリー内のパラメータマーカーの左から右のオーダーに
よって決定されます。例、最初のパラメータの名前は常に?0、2番目のパラメータの名前は常に?1です。、
など。

M - maximum column/parameter name length

M構造体のメンバは、長さの配列を指します。この配列の各メンバは、S配列の対応するメンバの最大長さ
を指定します（つまり、M[0]は、S[0]で見つかった列/パラメータ名前の最大長さを指定します）。この配
列は、sqlald()ファンクションによって設定されます。

C - actual column/parameter name length

C構造体のメンバは、長さの配列を指します。この配列の各メンバは、S配列の対応するメンバの実際の長
さを指定します（つまり、C[0]は、S[0]で見つかった列/パラメータ名前の実際の長さを指定します）。

この配列には、DESCRIBEステートメントが入力されます。

X - indicator variable names

X構造体メンバは、NULLで終了する文字列の配列を指します。各文字列は、対応する値の NULLインジ
ケータの名前を表します。
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この配列は ECPGPlusでは使用されませんが、Pro  * Cアプリケーションとの互換性のために提供されて
います。

Y - maximum indicator name length

Y構造体のメンバは、長さの配列を指します。この配列の各メンバは、X配列の対応するメンバの最大長さ
を指定します（つまり、Y[0]は X[0]で見つかったインジケーター名前の最大長さを指定します）。

この配列は ECPGPlusでは使用されませんが、Pro  * Cアプリケーションとの互換性のために提供されて
います。

Z - actual indicator name length

Z構造体のメンバは、長さの配列を指します。この配列の各メンバは、X配列の対応するメンバの実際の長
さを指定します（つまり、Z[0]は X[0]で見つかったインジケーター名前の実際の長さを指定します）。

この配列は ECPGPlusでは使用されませんが、Pro  * Cアプリケーションとの互換性のために提供されて
います。

6.5 ECPGPlusステートメント
埋め込み SQLステートメントにより、クライアントアプリケーションはサーバーと対話できますが、埋め
込みディレクティブは ECPGPlusコンパイラへの命令です。

Advanced Server SQLステートメントを Cプログラムに埋め込むことができます。各ステートメントはキー
ワード EXEC SQLで始まり、セミコロン（;）で終わる必要があります。Cプログラム内では、 SQLステー
トメントは次のフォームを取ります。

EXEC SQL <sql_command_body>;

ここで、sql_command_bodyは標準 SQLステートメントを表します。ホスト変数は、SQLステートメン
トが評価式を予期する任意の場所で使用できます。値式のホスト変数の置換の詳細については、Declaring
Host Variablesを参照してください。

ECPGPlusは、一部のステートメントの PostgreSQLサーバサイドの構文を拡張します。これらのステート
メントの構文の違いについては、次のリファレンスセクションで説明します。他の SQLコマンドのサポー
トされている構文の完全なリファレンスについては、次の場所にある* PostgreSQL Core Documentation *を
参照してください。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-commands.html >
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6.5.1 記述子の割り当て

ALLOCATE DESCRIPTORステートメントを使用して、SQLディスクリプタ領域を割り当てます。

EXEC SQL [FOR <array_size>] ALLOCATE DESCRIPTOR <descriptor_name>

* [WITH MAX <variable_count>];

どこで：

array_sizeは、ディスクリプタに割り当てる配列要素の数を指定する変数です。array_sizeは、INTEGER
値またはホスト変数。

descriptor_nameは、ディスクリプタの名前またはディスクリプタの名前を含むホスト変数です。この値
は、識別子、引用符付き文字列リテラル、またはホスト変数のフォームをとることがあります。

variable_countは、ディスクリプタ内のホスト変数の最大数を指定します。variable_countのデフォ
ルト値は 100です。

次のコードフラグメントは、配列 (emp_array)として処理できる emp_queryという名前付けのディスク
リプタを割り当てます。

EXEC SQL FOR :emp_array ALLOCATE DESCRIPTOR emp_query;

6.5.2 電話

CALLステートメントを使用して、サーバー上のプロシージャまたはファンクションを呼び出します。CALL
ステートメントは、Advanced Serverでのみ機能します。CALLステートメントには 2つの形式があります。
最初のフォームは、ファンクションを呼び出すために使用されます。

EXEC SQL CALL <program_name> '('[<actual_arguments>]')'

* INTO [[:<ret_variable>][: <ret_indicator>]];

2番目のフォームは、プロシージャを呼び出すために使用されます。

EXEC SQL CALL <program_name> '('[<actual_arguments>]')';

どこで：

program_nameは、CALLステートメントが呼び出すストアドプロシージャまたはファンクションの名前で
す。プログラム名前は、スキーマ修飾またはパッケージ修飾（またはその両方）にすることができます。プ
ログラムが存在するスキーマまたはパッケージを指定しない場合、ECPGPlusは search_pathの値を使用
してプログラムを見つけます。

actual_arguments は、プログラムが必要とする引数のコンマ区切りリストを指定します。各
actual_argumentは、プログラムが予期する正式な引数に対応することに注意してください。各仮引数は、
INパラメータ、OUTパラメータ、または INOUTパラメータです。

:ret_variableは、プログラムがファンクションである場合に返される値を受け取るホスト変数を指定し
ます。
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:ret_indicatorは、プログラムがファンクションである場合、返されるインジケーター値を受け取るホ
スト変数を指定します。

例、次のステートメントは、:enameホスト変数に含まれる値で get_job_descファンクションを呼び出
し、そのファンクションによって返された値を:jobホスト変数にキャプチャしホスト変数。

EXEC SQL CALL get_job_desc(:ename)

* INTO :job;

6.5.3 閉じる

CLOSEステートメントを使用してカーソルを閉じ、カーソルが現在使用しているリソースをすべてフリー
しカーソル。クライアントアプリケーションは、閉じたカーソルから行をフェッチできません。CLOSEス
テートメントの構文は次のとおりです。

EXEC SQL CLOSE [<cursor_name>];

どこで：

cursor_nameは、ステートメントによって閉じられたカーソルの名前です。カーソル名前は、識別子また
はホスト変数のフォームをとることがあります。

OPENステートメントは、カーソルを初期化します。初期化されると、カーソルが再度開かない限り、カーソ
ル結果セットは変更されません。カーソルを再度開く前に、CLOSEカーソルを使用する必要はありません。

emp_cursor名前付けのカーソルを手動で閉じるには、次のコマンドを使用します。

EXEC SQL CLOSE emp_cursor;

アプリケーションが終了すると、カーソルは自動的に閉じられます。

6.5.4 コミット

COMMITステートメントを使用して現在のトランザクションを完了し、すべての変更を永続化し、他のユー
ザーに可視にします。構文は次のとおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>] COMMIT [WORK]

* [COMMENT <'text'>] [COMMENT <'text'> RELEASE];

どこで：

database_nameは、作業が存在するデータベース（またはデータベースの名前を含むホスト変数）の名前
です。この値は、引用符で囲まれていない文字列リテラル、またはホスト変数のフォームをとることがあ
ります。

互換性のために、ECPGPlusは COMMENT句をエラーなしで受け入れますが、COMMENT句に含まれるテキス
トを保存しません。
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コミットの実行後に現在の接続を閉じるには、RELEASE句を含めます。

例、次のコマンドは、deptデータベースで実行されたすべての作業をコミットし、現在の接続を閉じます。

EXEC SQL AT dept COMMIT RELEASE;

デフォルトでは、ステートメントは、クライアントアプリケーションが COMMITステートメントを実行す
るときにのみコミットされます。ECPGPlusを呼び出すときに-tオプションを含めて、クライアントアプ
リケーションが AUTOCOMMIT機能を呼び出すように指定します。次のステートメントを使用して、クライ
アントアプリケーションの AUTOCOMMIT機能を制御することもできます。

EXEC SQL SET AUTOCOMMIT TO ON

そして

EXEC SQL SET AUTOCOMMIT TO OFF

6.5.5 接続

CONNECTステートメントを使用して、データベースへの接続を確立します。CONNECTステートメントには 2
つのフォームがあります。1つはオラクルデータベースと互換性があり、もう 1つは互換性がありません。

最初のフォームは、オラクルデータベースと互換性があります。

EXEC SQL CONNECT

* {{:<user_name> IDENTIFIED BY :<password>} | :<connection_id>}

* [AT <database_name>]

* [USING :database_string]

* [ALTER AUTHORIZATION :new_password];

どこで：

user_name は、クライアントアプリケーションがサーバーへの接続に使用するロールを含むホスト変数
です。

passwordは、そのロールに関連付けられたパスワードを含むホスト変数です。

connection_idは、データベースへの接続に使用されるスラッシュ区切りのユーザ名前とパスワードを含
むホスト変数です。

AT句を含めて、接続が確立されるデータベースを指定します。database_nameは、クライアントが接続し
ているデータベースの名前です。値を変数のフォームで、または文字列リテラルとして指定します。

USING句を含めて、接続が確立されるデータベースを識別するヌル終了文字列を含むホスト変数を指定し
ます。

ALTER AUTHORIZATION 句は、構文の互換性のためにのみサポートされています。ECPGPlus は ALTER
AUTHORIZATION句を解析し、ワーニングを報告します。
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クライアントアプリケーションは、CONNECTステートメントの最初のフォームを使用して、次のコマンドを
使用して、接続するロールの IDを含む user名前付けホスト変数と、関連するパスワードを含む password
名前付けホスト変数変数との接続を確立します。

EXEC SQL CONNECT :user IDENTIFIED BY :password;

クライアントアプリケーションは、CONNECTステートメントの最初のフォームを使用して、:connection_id
名前付けの単一のホスト変数を使用して接続を確立することもできます。次の例では、connection_idに
は、ユーザのスラッシュ区切りのロール名前と関連パスワードが含まれています。

EXEC SQL CONNECT :connection_id;

CONNECTステートメントの 2番目のフォームの構文は次のとおりです。

EXEC SQL CONNECT TO <database_name>

[AS <connection_name>] [<credentials>];

credentialsは次のいずれかです。

USER user_name password

USER user_name IDENTIFIED BY password

USER user_name USING password

2番目のフォーム：

database_nameは、クライアントが接続しているデータベースの名前または IDです。次のいずれかの形
式で、変数または文字列リテラルとして database_nameを指定します。

<database_name>[@<hostname>][:<port>]

tcp:postgresql://<hostname>[:<port>][/<database_name>][options]

unix:postgresql://<hostname>[:<port>][/<database_name>][options]

どこで：

hostnameは、データベースが存在するサーバーの名前または IPアドレスです。

portは、サーバーがリッスンするポートです。

DEFAULTの値を指定して、デフォルトのロール名前を使用してデフォルトデータベースとの接続を確立す
ることもできます。ターゲットデータベースとして DEFAULTを指定する場合は、connection_nameまた
は credentialsを含めないでください。

connection_nameは、データベースへの接続の名前です。connection_nameは、識別子のフォームをとる
必要があります（つまり、文字列リテラルまたは変数ではありません）。接続ごとに一意の connection_name
を提供することにより、マルチプルの接続を開くことができます。

接続の名前を指定しない場合、ecpglibは DEFAULTの名前を接続に割り当てます。任意の EXEC SQLス
テートメントで接続を名前（DEFAULT）で参照できます。
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CURRENTは、最近開かれた SET CONNECTION TOステートメントで言及された、最後に開かれた接続また
は接続です。EXEC SQLステートメントで名前で接続を参照しない場合、ECPGは接続の名前が CURRENT
であると想定します。

user_nameは、 Advanced Serverデータベースとの接続を確立するために使用されるロールです。指定さ
れたロールの特権は、接続を介して実行されるすべてのコマンドに適用されます。

passwordは、指定された user_nameに関連付けられたパスワード。

次のコードは、フラグメントステートメントの 2番目のフォームを使用して、aliceというロールと 1safepwd
に関連付けられたパスワードを使用して、edb名前付けのデータベースへの接続を確立します。

EXEC SQL CONNECT TO edb AS acctg_conn

* USER 'alice' IDENTIFIED BY '1safepwd';

接続の名前は acctg_connです。SET CONNECTIONステートメントを使用して接続名前を変更するときに、
接続名前を使用できます。

6.5.6 記述子の割り当て解除

DEALLOCATE DESCRIPTORステートメントを使用して、割り当てられたディスクリプタで使用中のメモリ
をフリーします。ステートメントの構文は次のとおりです。

EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR <descriptor_name>

どこで：

descriptor_nameは、ディスクリプタの名前です。この値は、引用符付き文字列リテラルまたはホスト変
数のフォームをとることがあります。

次の例では、emp_query名前付けのディスクリプタの割り当てを解除します。

EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR emp_query;

6.5.7 宣言カーソル

DECLARE CURSORステートメントを使用して、カーソルを定義します。ステートメントの構文は次のとお
りです。

EXEC SQL [AT <database_name>] DECLARE <cursor_name> CURSOR FOR

(<select_statement> | <statement_name>);

どこで：

database_nameは、カーソルが動作するデータベースの名前です。この値は、識別子またはホスト変数の
フォームをとることがあります。データベース名前を指定しない場合、database_nameのデフォルト値は
デフォルトデータベースです。
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cursor_nameはカーソルの名前です。

select_statementは、カーソルの結果セットを定義する SELECTステートメントのテキストです。SELECT
ステートメントに INTO句を含めることはできません。

statement_nameは、カーソル結果セットを定義する SQLステートメントまたはブロックの名前です。

次の例では、employees名前付けのカーソルを宣言しています。

EXEC SQL DECLARE employees CURSOR FOR

* SELECT

* empno, ename, sal, comm

* FROM

* emp;

カーソルは、empテーブルに格納されている各従業員レコードの従業員番号、従業員名前、給与、および
歩合を含む結果セットを生成します。

6.5.8 データベースの宣言

DECLARE DATABASEステートメントを使用して、後続の SQLステートメント（例ステートメントなど）で
使用するデータベース識別子を宣言します。構文は次のとおりです。

EXEC SQL DECLARE <database_name> DATABASE;

どこで：

database_nameは、データベースの名前を指定します。

次の例は、acctgデータベースの識別子の宣言を示しています。

EXEC SQL DECLARE acctg DATABASE;

acctgをデータベース識別子として宣言するコマンドを呼び出した後、接続の確立時または AT句で acctg
データベースを名前で被参照できます。

このステートメントは効果がなく、Pro  * Cとの互換性のためにのみ提供されています。

6.5.9 宣言文

DECLARE STATEMENTディレクティブを使用して、SQLステートメントの識別子を宣言します。 Advanced
Serverは、DECLARE STATEMENTディレクティブの 2つのバージョンをサポートしています。

EXEC SQL [<database_name>] DECLARE <statement_name> STATEMENT;

そして

6.5. ECPGPlusステートメント 73



ECPGPlus Guide,リリース 1.0.0

EXEC SQL DECLARE STATEMENT <statement_name>;

どこで：

statement_nameは、ステートメントに関連付けられた識別子を指定します。

database_nameは、データベースの名前を指定します。この値は、識別子または識別子を含むホスト変数
のフォームをとることがあります。

DECLARE STATEMENTディレクティブを含む一般的な使用シーケンスは次のとおりです。

EXEC SQL DECLARE give_raise STATEMENT; // give_raise is now a statement

handle (not prepared)

EXEC SQL PREPARE give_raise FROM :stmtText; // give_raise is now associated

with a statement

EXEC SQL EXECUTE give_raise;

このステートメントは効果がなく、Pro  * Cとの互換性のためにのみ提供されています。

6.5.10 削除

DELETEステートメントを使用して、テーブルから 1つ以上の行を削除します。ECPGPlus DELETEステー
トメントの構文は SQLステートメントの構文と同じですが、パラメータマーカーとホスト変数は、式が許
可されている任意の場所で使用できます。構文は次のとおりです。

[FOR <exec_count>] DELETE FROM [ONLY] <table> [[AS] <alias>]

* [USING <using_list>]

* [WHERE <condition> | WHERE CURRENT OF <cursor_name>]

* [{RETURNING|RETURN} * | <output_expression> [[AS] <output_name>]

[, ...] INTO <host_variable_list> ]

どこで：

ステートメントが実行される回数を指定するには、FOR exec_count句を含めます。この句は、VALUES句
が配列または配列へのポインタを参照する場合にのみ有効です。

tableは、既存のテーブルの名前（オプションでスキーマ修飾）です。ONLY句を含めて、指定したテーブ
ルに処理を制限します。ONLY句を含めない場合、名前付けテーブルから継承するテーブルも処理されます。

aliasは、ターゲットテーブルの代替名前です。

using_listはテーブル式のリストであり、他のテーブルの列を WHERE条件に表示できます。

WHERE句を含めて、削除する行を指定します。ステートメントに WHERE句を含めない場合、DELETEはテー
ブルからすべての行を削除し、テーブル定義をそのまま残します。

conditionは、BOOLEAN型の値を返す式、ホスト変数、またはパラメータマーカーです。conditionが true
を返す行は削除されます。

cursor_nameは、WHERE CURRENT OF句で使用するカーソルの名前です。削除される行は、このカーソル
から最後にフェッチされた行になります。カーソルは、DELETEステートメントのターゲットテーブルに
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対する非グループ化クエリーでなければなりません。ブール条件を含む DELETEステートメントで WHERE
CURRENT OFを指定することはできません。

RETURN/RETURNING句は、行が削除された後に DELETEコマンドによって返される output_expressionま
たは host_variable_listを指定します。

• output_expressionは、行が削除された後に DELETEコマンドによって計算され、返される式です。
output_nameは返される列の名前です。 *を含めると、すべての列が結果れます。

• host_variable_listは、ホスト変数とオプショナルのインジケータ変数のコンマ区切りリストで
す。各ホスト変数は、RETURNING句から対応する値を受け取ります。

例、次のステートメントは、sal列にホスト変数:max_sal:で指定された値より大きい値が含まれる emp
テーブルからすべての行を削除します。

DELETE FROM emp WHERE sal > :max_sal;

DELETEステートメントの使用の詳細については、次の場所にある PostgreSQL Core文書を参照してくだ
さい。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-delete.html >

6.5.11 記述

DESCRIBEステートメントを使用して、プリペアドステートメントたステートメントに必要な入力値の数、
または準備されたプリペアドステートメントによって返される出力値の数を見つけます。DESCRIBEステー
トメントは、アプリケーションの作成時に形状が不明な SQLステートメントを分析するために使用され
ます。

DESCRIBEステートメントは、SQLDAディスクリプタを取り込みます。SQLディスクリプタを移入するに
は、ALLOCATE DESCRIPTORおよび DESCRIBE...DESCRIPTOR文を使用します。

EXEC SQL DESCRIBE BIND VARIABLES FOR <statement_name> INTO <descriptor>;

または

EXEC SQL DESCRIBE SELECT LIST FOR <statement_name> INTO <descriptor>;

どこで：

statement_nameは、準備された SQLステートメントまたは PL / SQLブロックに関連付けられた識別子
です。

descriptorは、SQLDA*型の C変数の名前です。DESCRIBEステートメントを実行する前に、sqlald()を
呼び出して（およびディスクリプタディスクリプタにスペースを割り当てる必要があります。

DESCRIBEステートメントの最初のフォームを実行と、ECPGは、指定された記述子に、ステートメントで
必要な各入力変数のディスクリプタを追加します。例、2つの記述子がある場合：

SQLDA *query_values_in;

SQLDA *query_values_out;
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empテーブルから情報を返すクエリーを準備できます。

EXEC SQL PREPARE get_emp FROM

* * "SELECT ename, empno, sal FROM emp WHERE empno = ?";

このコマンドには、1つの入力変数が必要です（パラメータマーカー（？）用）。

EXEC SQL DESCRIBE BIND VARIABLES

* FOR get_emp INTO query_values_in;

このステートメントのバインド変数を記述した後、ディスクリプタを調べて、必要な変数の数と各変数の
タイプを見つけることができます。

2番目のフォームを実行と、ECPGは、指定された記述子に、ステートメントによって返される各値のディ
スクリプタを取り込みます。例、次のステートメントは 3つの値を返します。

EXEC SQL DESCRIBE SELECT LIST

* FOR get_emp INTO query_values_out;

このステートメントの選択リストを記述した後、ディスクリプタを調べて、返された値の数と各値の名前
とタイプを見つけることができます。

ステートメントを実行する前に、各入力値の変数と各出力値の変数をバインドする必要があります。入力
値にバインドする変数は、ステートメントで使用される実際の値を指定します。出力値用にバインドする
変数は、ステートメントの実行時に値を配置する場所を ECPGPlusに指示します。

これは、DESCRIBE DESCRIPTORステートメントの代替の Pro  * C互換構文です。

6.5.12 DESCRIBE DESCRIPTOR

DESCRIBE DESCRIPTORステートメントを使用して、SQLステートメントに関する情報を取得し、その情
報を SQLディスクリプタに格納します。DESCRIBE DESCRIPTORを使用する前に、ALLOCATE DESCRIPTOR
ステートメントでディスクリプタを割り当てる必要があります。構文は次のとおりです。

EXEC SQL DESCRIBE [INPUT | OUTPUT] <statement_identifier>

* USING [SQL] DESCRIPTOR <descriptor_name>;

どこで：

statement_nameは、準備された SQLステートメントの名前です。

descriptor_nameはディスクリプタの名前です。descriptor_nameは、引用符で囲まれた文字列値、ま
たはディスクリプタの名前を含むホスト変数です。

INPUT句を含めると、ECPGPlusは指定されたディスクリプタ子に、ステートメントで必要になっている各
入力変数の説明を入力します。

例、2つの記述子がある場合：
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EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR query_values_in;

EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR query_values_out;

empテーブルから情報を返すクエリーを準備できます。

EXEC SQL PREPARE get_emp FROM

* * "SELECT ename, empno, sal FROM emp WHERE empno = ?";

このコマンドには、1つの入力変数が必要です（パラメータマーカー（？）用）。

EXEC SQL DESCRIBE INPUT get_emp USING 'query_values_in';

このステートメントのバインド変数を記述した後、ディスクリプタを調べて、必要な変数の数と各変数の
タイプを見つけることができます。

INPUT句を指定しない場合、DESCRIBE DESCRIPTORは指定されたディスクリプタにステートメントによっ
て返された値を取り込みます。

OUTPUT句を含めると、ECPGPlusは、指定されたディスクリプタ子に、ステートメントによって返される各
値の説明を取り込みます。

例、次のステートメントは 3つの値を返します。

EXEC SQL DESCRIBE OUTPUT FOR get_emp USING 'query_values_out';

このステートメントの選択リストを記述した後、ディスクリプタを調べて、返された値の数と各値の名前
とタイプを見つけることができます。

6.5.13 切断

DISCONNECTステートメントを使用して、サーバーへの接続を閉じます。構文は次のとおりです。

EXEC SQL DISCONNECT [<connection_name>][CURRENT][DEFAULT][ALL];

どこで：

connection_nameは、接続の確立に使用される CONNECTステートメントで指定された接続名前です。接
続名前を指定しない場合、現在の接続は閉じられます。

CURRENTキーワードを含めて、ECPGPlusが最近使用した接続を閉じるように指定します。

DEFAULTキーワードを含めて、ECPGPlusが DEFAULT名前付けの接続を閉じるように指定します。接続を
開くときに名前を指定しない場合、ECPGPlusは接続に名前 DEFAULTを割り当てます。

ALLキーワードを含めて、すべてのアクティブな接続を閉じるように ECPGPlusに指示します。

次の例では、hrデータベースに接続する接続（hr_connection名前付け）を作成し、接続から切断します。
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/* client.pgc*/

int main()

{

* EXEC SQL CONNECT TO hr AS connection_name;

* EXEC SQL DISCONNECT connection_name;

* return(0);

}

6.5.14 実行

EXECUTEステートメントを使用して、EXEC SQL PREPAREステートメントを使用して事前に準備されたス
テートメントを実行します。構文は次のとおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] EXECUTE <statement_name>

* [USING {DESCRIPTOR <SQLDA_descriptor>

* |: <host_variable> [[INDICATOR] :<indicator_variable>]}];

どこで：

array_sizeは整数値、または処理する行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略する
と、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

statement_nameは、ステートメントの作成時にステートメントに割り当てられた名前を指定します（EXEC
SQL PREPAREステートメントを使用）。

プリペアドステートメント内のパラメーターの値を提供するには、USING句を含めます。

• DESCRIPTOR SQLDA_descriptor句を含めて、パラメータに SQLDAディスクリプタ値を提供します。

• host_variable（およびオプショナルの indicator_variable）を使用して、パラメータにユーザー
指定の値を指定します。

次の例では、empテーブルにレコードを挿入するプリペアドステートメントを作成します。

EXEC SQL PREPARE add_emp (numeric, text, text, numeric) AS

* INSERT INTO emp VALUES($1, $2, $3, $4);

プリペアドステートメントを呼び出すたびに、ステートメントの新しいパラメータ値を指定します。

EXEC SQL EXECUTE add_emp USING 8000, 'DAWSON', 'CLERK', 7788;

EXEC SQL EXECUTE add_emp USING 8001, 'EDWARDS', 'ANALYST', 7698;
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6.5.15 記述子の実行

EXECUTEステートメントを使用して、SQLディスクリプタを使用して、EXEC SQL PREPAREステートメン
トによって事前に準備されたステートメントを実行します。構文は次のとおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] EXECUTE <statement_identifier>

* [USING [SQL] DESCRIPTOR <descriptor_name>]

* [INTO [SQL] DESCRIPTOR <descriptor_name>];

どこで：

array_sizeは整数値、または処理する行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略する
と、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

statement_identifierは、EXEC SQL PREPAREステートメントでステートメントに割り当てられた識別
子を指定します。

USING句を含めて、プリペアドステートメントに必要な入力パラメータの値を指定します。

INTO句を含めて、プリペアドステートメントた文によって返された結果を EXECUTE文が書き込むディス
クリプタを指定します。

descriptor_nameは、ディスクリプタの名前（単一引用符で囲まれた文字列リテラルとして）、またはディ
スクリプタの名前を含むホスト変数を指定します。

次の例では、ディスクリプタ stmtText:に含まれる値を使用して、プリペアドステートメント give_raise
を実行します。

EXEC SQL PREPARE give_raise FROM :stmtText;

EXEC SQL EXECUTE give_raise USING DESCRIPTOR :stmtText;

6.5.16 EXECUTE… END EXEC

EXECUTE…END-EXECステートメントを使用して、匿名ブロックをクライアントアプリケーションに埋め込
みます。構文は次のとおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>] EXECUTE <anonymous_block> END-EXEC;

どこで：

database_nameは、データベース識別子またはデータベース識別子を含むホスト変数です。AT句を省略
すると、ステートメントは現在のデフォルトデータベースで実行されます。

anonymous_block は、PL / pgSQL または SPL ステートメントと宣言のインラインシーケンスです。ブ
ロック内にホスト変数とオプショナルのインジケータ変数を含めることができます。そのような各変数は
IN/OUT値として扱われます。

次の例では、匿名ブロックを実行します。
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EXEC SQL EXECUTE

* BEGIN

* IF (current_user = :admin_user_name) THEN

* DBMS_OUTPUT.PUT_LINE('You are an administrator');

* END IF;

END-EXEC;

!!! Note * EXECUTE…END EXECステートメントは、 Advanced Serverでのみサポートされています。

6.5.17 即時実行

EXECUTE IMMEDIATEステートメントを使用して、SQLコマンドを含む文字列を実行します。構文は次の
とおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>] EXECUTE IMMEDIATE <command_text>;

どこで：

database_nameは、データベース識別子またはデータベース識別子を含むホスト変数です。AT句を省略
すると、ステートメントは現在のデフォルトデータベースで実行されます。

command_textは、EXECUTE IMMEDIATEステートメントによって実行されるコマンドです。

この動的 SQLステートメントは、SQLステートメントのテキストがわからない場合（クライアントアプ
リケーションを作成する場合など）に便利です。例、クライアントアプリケーションは、実行するステー
トメントを（信頼できる）ユーザにプロンプト。ユーザが文のテキストを文字列値として提供した後、文
は EXECUTE IMMEDIATEコマンドで実行されます。

ステートメントテキストには、ホスト変数への参照を含めることはできません。ステートメントにパラメー
タマーカーが含まれているか、1つ以上の値を返す場合は、PREPAREおよび DESCRIBEステートメントを
使用する必要があります。

次の例では、:command_textホスト変数に含まれるコマンドを実行します。

EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :command_text;

6.5.18 FETCH

FETCHステートメントを使用して、カーソルから SQLDAディスクリプタまたはホスト変数のターゲット
リストに行を結果ます。FETCHステートメントを使用してカーソルから情報を取得する前に、DECLAREお
よび OPENステートメントを使用してカーソルを準備する必要があります。ステートメントの構文は次の
とおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] FETCH <cursor>

* { USING DESCRIPTOR <SQLDA_descriptor> }|{ INTO <target_list> };
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どこで：

array_sizeは整数値またはフェッチする行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略す
ると、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

cursorは、行のフェッチ元のカーソルの名前、またはカーソルの名前を含むホスト変数です。

USING句を含める場合、FETCHステートメントは、指定された SQLDAディスクリプタにサーバーから返
された値を取り込みます。

INTO句を含める場合、FETCHステートメントは、target_listで指定されたホスト変数（およびオプショ
ナルのインジケーター変数）を設定します。

次のコードは、フラグメントというテーブルから employee number、name、および salaryを取得する
employees名前付けのカーソルを宣言しています。

EXEC SQL DECLARE employees CURSOR FOR

* SELECT empno, ename, esal FROM emp;

EXEC SQL OPEN emp_cursor;

EXEC SQL FETCH emp_cursor INTO :emp_no, :emp_name, :emp_sal;

6.5.19 FETCH DESCRIPTOR

FETCH DESCRIPTORステートメントを使用して、カーソルから行を SQLディスクリプタに取得します。構
文は次のとおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] FETCH <cursor>

* INTO [SQL] DESCRIPTOR <descriptor_name>;

どこで：

array_sizeは整数値またはフェッチする行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略す
ると、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

cursorは、行のフェッチ元のカーソルの名前、またはカーソルの名前を含むホスト変数です。クライアン
トは、FETCH DESCRIPTORステートメントを呼び出す前に、カーソルを DECLAREおよび OPENする必要が
あります。

INTO句を含めて、プリペアドステートメントた文によって返された結果を EXECUTE文が書き込む SQLディ
スクリプタを指定します。descriptor_nameは、ディスクリプタの名前（単一引用符で囲まれた文字列リ
テラルとして）、またはディスクリプタの名前を含むホスト変数を指定します。使用する前に、ALLOCATE
DESCRIPTORステートメントを使用してディスクリプタを割り当てる必要があります。

次の例では、結果セットの特定の行の説明と値を保持する row_descという名前付けのディスクリプタを
割り当てます。次に、結果セットの行をループする前に、FETCHを使用してカーソルから次の行をディス
クリプタに取得する前に、プリペアドステートメント（my_cursor）のカーソルを宣言して開きます。

EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'row_desc';

EXEC SQL DECLARE my_cursor CURSOR FOR query;

(次のページに続く)
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EXEC SQL OPEN my_cursor;

for( row = 0; ; row++ )

{

* EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;

* int col;

EXEC SQL END DECLARE SECTION;

EXEC SQL FETCH my_cursor INTO SQL DESCRIPTOR 'row_desc';

6.5.20 記述子を取得する

GET DESCRIPTORステートメントを使用して、ディスクリプタから情報を取得します。GET DESCRIPTORス
テートメントには 2つの形式があります。最初のフォームは、ディスクリプタの値（または列）の数を返
します。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR <descriptor_name>

* :<host_variable> = COUNT;

2番目のフォームは、特定の値（VALUE column_number句で指定）に関する情報を返します。

EXEC SQL [FOR <array_size>] GET DESCRIPTOR <descriptor_name>

* VALUE <column_number> {:<host_variable> = <descriptor_item> {,…}};

どこで：

array_sizeは整数値、または処理する行数を指定する整数値を含むホスト変数です。array_sizeを指
定する場合、host_variableはそのサイズの配列でなければなりません。例、array_sizeが 10の場合、
:host_variableは host_variablesの 10メンバ配列でなければなりません。FOR句を省略すると、ス
テートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

descriptor_nameは、ディスクリプタの名前（単一引用符で囲まれた文字列リテラルとして）、またはディ
スクリプタの名前を含むホスト変数を指定します。

VALUE句を含めて、ディスクリプタから取得した情報を指定します。

• column_numberは、ディスクリプタ内の変数の位置を識別します。

• host_variableは、アイテムの値を受け取るホスト変数の名前を指定します。

• descriptor_itemは、取得したディスクリプタアイテムのタイプを指定します。

ECPGPlusは、次の descriptor_itemタイプを実装します。

• TYPE

• LENGTH

• OCTET_LENGTH

• RETURNED_LENGTH
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• RETURNED_OCTET_LENGTH

• PRECISION

• SCALE

• NULLABLE

• INDICATOR

• DATA

• NAME

次のコードは、フラグメントステートメントを使用して、ユーザーが指定した文字列列に入力された列の
数を取得する方法を示しています。

EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR parse_desc;

EXEC SQL PREPARE query FROM :stmt;

EXEC SQL DESCRIBE query INTO SQL DESCRIPTOR parse_desc;

EXEC SQL GET DESCRIPTOR parse_desc :col_count = COUNT;

この例では、PREPAREステートメントを使用してユーザ (:stmt)によって提供された文字列を構文チェッ
クする前に、SQLディスクリプタ（parse_desc名前付け）を割り当てます。DESCRIBEステートメントは、
ユーザーが指定した文字列をディスクリプタ parse_descに移動します。EXEC SQL GET DESCRIPTORの
呼び出しは、ディスクリプタに問い合わせて、結果セット内の列 (:col_count)の数を検出します。

6.5.21 挿入

INSERTステートメントを使用して、1つ以上の行をテーブルに追加します。ECPGPlus INSERTステートメ
ントの構文は SQLステートメントの構文と同じですが、パラメータマーカーとホスト変数は、値が許可さ
れている任意の場所で使用できます。構文は次のとおりです。

[FOR <exec_count>] INSERT INTO <table> [(<column> [, ...])]

* {DEFAULT VALUES |

* VALUES ({<expression> | DEFAULT} [, ...])[, ...] | <query>}

* [RETURNING * | <output_expression> [[ AS ] <output_name>] [, ...]]

どこで：

ステートメントが実行される回数を指定するには、FOR exec_count句を含めます。この句は、VALUES句
が配列または配列へのポインタを参照する場合にのみ有効です。

tableは、既存のテーブルの（オプションでスキーマ修飾された）名前を指定します。

columnは、テーブル内の列の名前です。列名前は、サブフィールド名前または配列添字で修飾できます。
すべての列にデフォルト値を使用するには、DEFAULT VALUES句を指定します。

expressionは、対応する列に割り当てられる式、値、ホスト変数、またはパラメータマーカーです。対応
する列にデフォルト値を設定するには、DEFAULTを指定します。

queryは、挿入する行を提供する SELECTステートメントを指定します。
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output_expressionは、行が挿入された後に INSERTコマンドによって計算されて返される式です。式は、
テーブル内の任意の列を参照できます。挿入され行のすべての列を結果には、 *を指定します。

output_nameは、返される列に使用する名前を指定します。

次の例では、employeesテーブルに行を追加します。

INSERT INTO emp (empno, ename, job, hiredate)

* VALUES ('8400', :ename, 'CLERK', '2011-10-31');

!!! Note * INSERTステートメントは、ホスト変数 (:ename)を使用して、ename列の値を指定します。

INSERTステートメントの使用の詳細については、次の場所にある PostgreSQL Core文書を参照してくだ
さい。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-insert.html >

6.5.22 開く

OPENステートメントを使用して、カーソルを開きます。構文は次のとおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] OPEN <cursor> [USING <parameters>];

parametersは次のいずれかです。

DESCRIPTOR <SQLDA_descriptor>

または

<host_variable> [ [ INDICATOR ] <indicator_variable>, … ]

どこで：

array_sizeは整数値またはフェッチする行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略す
ると、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

cursorは、開かれているカーソルの名前です。

parametersは、カーソルを初期化する DESCRIPTOR SQLDA_descriptorまたは host variables（およ
びオプショナルの indicator variables）のコンマ区切りリストのいずれかです。SQLDA_descriptorを
指定する場合、ディスクリプタは DESCRIBEステートメントで初期化する必要があります。

OPENステートメントは、parametersで提供される値を使用してカーソルを初期化します。初期化される
と、カーソルを閉じて再度開かない限り、カーソル結果セットは変更されません。アプリケーションが終
了すると、カーソルは自動的に閉じられます。

次の例では、employees名前付けのカーソルを宣言し、empテーブルを照会して、ユーザーが指定した値
（ホスト変数:emp_nameに格納されている）と一致する従業員の名前、name、salaryおよび commission
を返します。
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EXEC SQL DECLARE employees CURSOR FOR

* SELECT

* empno, ename, sal, comm

* FROM

* emp

* WHERE ename = :emp_name;

EXEC SQL OPEN employees;

...

この例では、カーソルを宣言した後、OPENステートメントを使用し make、カーソルの内容をクライアン
トアプリケーションで使用できるようにします。

6.5.23 記述子を開く

OPEN DESCRIPTORステートメントを使用して、SQLディスクリプタでカーソルを開きます。構文は次の
とおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] OPEN <cursor>

* [USING [SQL] DESCRIPTOR <descriptor_name>]

* [INTO [SQL] DESCRIPTOR <descriptor_name>];

どこで：

array_sizeは整数値またはフェッチする行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略す
ると、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

cursorは、開かれているカーソルの名前です。

descriptor_nameは、SQLディスクリプタの名前（単一引用符で囲まれた文字列リテラルのフォーム）ま
たはカーソルを初期化するクエリーを含む SQLディスクリプタの名前を含むホスト変数を指定します。

例、次のステートメントは、ホスト変数:employeesを使用して、カーソル（emp_cursor名前付け）を開
きます。

EXEC SQL OPEN emp_cursor USING DESCRIPTOR :employees;

6.5.24 準備する

準備済みステートメントは、クライアントアプリケーションがタスクをマルチプル回実行する必要がある
場合に役立ちます。ステートメントは、ステートメントが実行されるたびにではなく、1回だけ解析、作
成、計画され、繰り返しの処理時間を節約します。

PREPAREステートメントを使用して、実行のために SQLステートメントまたは PL / pgSQLブロックを準
備します。このステートメントには 2つの形式があります。最初のフォームは次のとおりです。
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EXEC SQL [AT <database_name>] PREPARE <statement_name>

* FROM <sql_statement>;

2番目のフォームは次のとおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>] PREPARE <statement_name>

* AS <sql_statement>;

どこで：

database_nameは、データベース識別子、またはステートメントが実行されるデータベース識別子を含む
ホスト変数です。AT句を省略すると、ステートメントは現在のデフォルトデータベースに対して実行され
ます。

statement_nameは、準備された SQLステートメントまたは PL / SQLブロックに関連付けられた識別子
です。

sql_statementは、SELECTステートメント、SQLステートメントのテキストを含む単一引用符で囲まれ
た文字列リテラルまたはホスト変数のフォームをとることがあります。

プリペアドステートメントに変数を含めるには、ステートメントを PREPAREするときに変更される可能
性のあるステートメント値をプレースホルダー（$1, $2, $3など）に置き換えます。ステートメントを
EXECUTEするときに、各パラメータの値を指定します。値は、プレースホルダーを置き換えるオーダーで
提供する必要があります。

次の例では、empテーブルにレコードを挿入するプリペアドステートメント（add_emp名前付け）を作成
します。

EXEC SQL PREPARE add_emp (int, text, text, numeric) AS

* INSERT INTO emp VALUES($1, $2, $3, $4);

ステートメントを呼び出すたびに、ステートメントの新しいパラメータ値を指定します。

EXEC SQL EXECUTE add_emp(8003, 'Davis', 'CLERK', 2000.00);

EXEC SQL EXECUTE add_emp(8004, 'Myer', 'CLERK', 2000.00);

!!! Note *クライアントアプリケーションは、ステートメントが実行される各セッション内で PREPAREス
テートメントを発行する必要があります。準備されたステートメントは現在のセッションの間だけ持続し
ます。

6.5.25 ロールバック

ROLLBACKステートメントを使用して、現在のトランザクションをアボートし、トランザクションによって
行われた更新を破棄します。構文は次のとおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>] ROLLBACK [WORK]

* [ { TO [SAVEPOINT] <savepoint> } | RELEASE ]
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どこで：

database_nameは、データベース識別子、またはステートメントが実行されるデータベース識別子を含む
ホスト変数です。AT句を省略すると、ステートメントは現在のデフォルトデータベースに対して実行され
ます。

指定された savepointの後に実行されたコマンドをアボートするには、TO句を含めます。SAVEPOINTス
テートメントを使用して、savepointを定義します。TO句を省略すると、ROLLBACKステートメントはト
ランザクションをアボートし、すべての更新を破棄します。

RELEASE句を含めて、アプリケーションで EXEC SQL COMMIT RELEASEを実行し、接続を閉じます。

次のステートメントを使用して、完全なトランザクションをロールバックします。

EXEC SQL ROLLBACK;

このステートメントを呼び出すと、トランザクションがアボートされ、すべての変更が取り消され、セーブポ
イントが消去され、すべてのトランザクションロックされます。セーブポイント（次の例の my_savepoint）
を含める場合：

EXEC SQL ROLLBACK TO SAVEPOINT my_savepoint;

my_savepointの後に発生したトランザクションの部分のみがロールバックされます。my_savepointは
保持されますが、my_savepointの後に作成されたセーブポイントは消去されます。

指定したセーブポイントにロールバックすると、セーブポイントの後に取得されたすべてのロックが解放
されます。

6.5.26 セーブポイント

SAVEPOINTステートメントを使用して、savepointを定義します。セーブポイントは、トランザクション
内のマーカーです。ROLLBACKステートメントを使用して現在のトランザクションをアボートし、サーバー
の状態を指定されたセーブポイントの前の状態に戻すことができます。SAVEPOINTステートメントの構文
は次のとおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>] SAVEPOINT <savepoint_name>

どこで：

database_nameは、セーブポイントが存在するデータベース識別子を含むデータベース識別子またはホス
ト変数です。AT句を省略すると、ステートメントは現在のデフォルトデータベースに対して実行されます。

savepoint_nameはセーブポイントの名前です。savepoint_nameを再利用すると、オリジナルのセーブ
ポイントは破棄されます。

セーブポイントは、トランザクションブロック内でのみ確立できます。トランザクションブロックには、
マルチプルのセーブポイントが含まれる場合があります。

my_savepoint名前付けのセーブポイントを作成するには、次のステートメントを含めます。
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EXEC SQL SAVEPOINT my_savepoint;

6.5.27 選択

ECPGPlusは、INTO host_variables句を提供することにより、SQL SELECTステートメントのサポート
を拡張します。この句により、指定された情報を Advanced Serverデータベースからホスト変数に選択でき
ます。SELECTステートメントの構文は次のとおりです。

EXEC SQL [AT <database_name>]

SELECT

* [ <hint> ]

* [ ALL | DISTINCT [ ON( <expression>, ...) ]]

* select_list INTO <host_variables>

*

* [ FROM from_item [, from_item ]...]

* [ WHERE condition ]

* [ hierarchical_query_clause ]

* [ GROUP BY expression [, ...]]

* [ HAVING condition ]

* [ { UNION [ ALL ] | INTERSECT | MINUS } (subquery) ]

* [ ORDER BY expression [order_by_options]]

* [ LIMIT { count | ALL }]

* [ OFFSET start [ ROW | ROWS ] ]

* [ FETCH { FIRST | NEXT } [ count ] { ROW | ROWS } ONLY ]

* [ FOR { UPDATE | SHARE } [OF table_name [, ...]][NOWAIT ][...]]

どこで：

database_nameは、テーブルが存在するデータベース（またはデータベースの名前を含むホスト変数）の
名前です。この値は、引用符で囲まれていない文字列リテラル、またはホスト変数のフォームをとること
があります。

host_variablesは、SELECTステートメントによって入力されるホスト変数のリストです。SELECTステー
トメントが複数の行を返す場合、host_variablesは配列でなければなりません。

ECPGPlusは、次の URLで入手可能な PostgreSQL Core文書に記載されている SQL SELECTステートメン
トの追加句のサポートを提供します。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-select.html >

INTO host_variables 句を使用するには、SELECT ステートメントを指定するときに定義済みのホスト
変数の名前を含めます。例、次の SELECTステートメントは、:emp_nameおよび:emp_salホスト変数に
employee namesおよび salariesのリストを取り込みます。

EXEC SQL SELECT ename, sal

* INTO :emp_name, :emp_sal

(次のページに続く)
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* FROM emp

* WHERE empno = 7988;

拡張された SELECTステートメントでは、値が許可される句にパラメータマーカー（疑問符）を含めるこ
ともできます。例、次のクエリーには、WHERE句にパラメータマーカーが含まれています。

SELECT * FROM emp WHERE dept_no = ?;

この SELECTステートメントを使用すると、実行時に dept_noパラメータマーカーに値を指定できます。

6.5.28 接続を設定

特定のクライアントアプリケーションで複数の接続が必要になる可能性がある（少なくとも）3つの理由
があります。

• ステートメントごとに異なる特権が必要な場合があります。

• 同じクライアント内のマルチプルのデータベースと対話する必要がある場合があります。

• （クライアントアプリケーション内で）複数の実行スレッドが同時に接続を共有することはできま
せん。

SET CONNECTIONステートメントの構文は次のとおりです。

EXEC SQL SET CONNECTION <connection_name>;

どこで：

connection_nameは、データベースへの接続の名前です。

SET CONNECTIONステートメントを使用するには、CONNECTステートメントの 2番目のフォームを使用し
てデータベースへの接続を開く必要があります。AS句を含めて、connection_nameを指定します。

デフォルトでは、現在のスレッドは現在の接続を使用します。SET CONNECTIONステートメントを使用し
て、使用する現在のスレッドのデフォルト接続を指定します。デフォルトの接続は、接続名前を明示的に
指定しない EXEC SQLステートメントを実行する場合にのみ使用されます。例、次のステートメントは AT
connection_name句が含まれていないため、デフォルトの接続を使用します。：

EXEC SQL DELETE FROM emp;

このステートメントは、AT connection_name句を使用して接続名前を指定するため、デフォルトの接続
を使用しません。

EXEC SQL AT acctg_conn DELETE FROM emp;

例、マルチプルの接続を作成および維持するクライアントアプリケーション（など）：

EXEC SQL CONNECT TO edb AS acctg_conn

* USER 'alice' IDENTIFIED BY 'acctpwd';
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そして

EXEC SQL CONNECT TO edb AS hr_conn

* USER 'bob' IDENTIFIED BY 'hrpwd';

SET CONNECTIONステートメントを使用して接続間で変更できます。

SET CONNECTION acctg_conn;

または

SET CONNECTION hr_conn;

サーバーは、接続クライアントが使用できる特権を決定するときに、接続に関連付けられた特権を使用し
ます。acctg_conn接続を使用する場合、クライアントは、ロール aliceに関連付けられた特権を持ちま
す。hr_connを使用して接続すると、クライアントは bobに関連付けられた特権を持ちます。

6.5.29 SET DESCRIPTOR

SET DESCRIPTORステートメントを使用して、ホスト変数または整数値のフォームでクライアントアプリ
ケーションから提供される情報を使用して、ディスクリプタ領域に値を割り当てます。ステートメントに
は 2つの形式があります。最初のフォームは次のとおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] SET DESCRIPTOR <descriptor_name>

* VALUE <column_number> <descriptor_item> = <host_variable>;

2番目のフォームは次のとおりです。

EXEC SQL [FOR <array_size>] SET DESCRIPTOR <descriptor_name>

* COUNT = integer;

どこで：

array_sizeは整数値またはフェッチする行数を指定する整数値を含むホスト変数です。FOR句を省略す
ると、ステートメントは配列のメンバごとに 1回実行されます。

descriptor_nameは、ディスクリプタの名前（単一引用符で囲まれた文字列リテラルとして）、またはディ
スクリプタの名前を含むホスト変数を指定します。

VALUE句を含めて、記述子に格納されている情報をディスクリプタします。

• column_numberは、ディスクリプタ内の変数の位置を識別します。

• descriptor_itemは、ディスクリプタアイテムのタイプを指定します。

• host_variableは、アイテムの値を含むホスト変数の名前を指定します。

ECPGPlusは、次の descriptor_itemタイプを実装します。

• TYPE
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• LENGTH

• [REF] INDICATOR

• [REF] DATA

• [REF] RETURNED LENGTH

例、クライアントアプリケーションは、動的に作成されたクエリーのプロンプトをユーザに求める場合が
あります。

query_text = promptUser("Enter a query");

動的に作成されたクエリーを実行するには、最初にクエリーの prepare（クエリーの構文のパースと検
証）を行い、次に EXEC SQL DESCRIBE INPUTステートメントを使用してクエリーで見つかった describe
inputパラメータを使用する必要があります。

EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR query_params;

EXEC SQL PREPARE emp_query FROM :query_text;

EXEC SQL DESCRIBE INPUT emp_query

* USING SQL DESCRIPTOR 'query_params';

クエリーを記述した後、query_paramsディスクリプタには、クエリーに必要な各パラメータに関する情
報が含まれます。

この例では、ユーザが入力したと仮定します。

SELECT ename FROM emp WHERE sal > ? AND job = ?;,

この場合、ディスクリプタは、sal > ?用と job = ?用の 2つのパラメーターを記述します。

クエリ内のパラメータマーカー（疑問符）の数（したがって、クエリーを実行する前に指定する必要があ
る値の数）を検出するには、次を使用しクエリー。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR … :host_variable = COUNT;

次に、EXEC SQL GET DESCRIPTORを使用して各パラメータの名前を取得できます。また、EXEC SQL GET
DESCRIPTORを使用して、ディスクリプタから各パラメータのタイプ（パラメーターの数とともに）を取得
することも、各 valueを文字の並びのフォームで指定することもできます。ECPGはその文字列を必要な
データタイプに変換します。

最初のパラメータのデータタイプは numericです。2番目のパラメータのタイプは varcharです。最初の
パラメータの名前は salです。2番目のパラメータの名前は jobです。

次に、各パラメータをループして、ユーザに値を入力するように求め、それらの値をホスト変数に保存し
ます。GET DESCRIPTOR … COUNTを使用して、クエリー内のパラメータの数を見つけることができます。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'query_params'

* :param_count = COUNT;

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

for(param_number = 1;

* param_number <= param_count;

* param_number++)

{

GET DESCRIPTORを使用して、パラメータの名前を param_nameホスト変数にコピーします。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'query_params'

* VALUE :param_number :param_name = NAME;

reply = promptUser(param_name);

if (reply == NULL)

reply_ind = 1; /* NULL */

else

reply_ind = 0; /* NOT NULL */

valueを各パラメータに関連付けるには、EXEC SQL SET DESCRIPTORステートメントを使用します。例：

EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'query_params'

* VALUE :param_number DATA = :reply;

EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'query_params'

* VALUE :param_number INDICATOR = :reply_ind;

}

これで、EXEC SQL EXECUTE DESCRIPTORステートメントを使用して、サーバー上でプリペアドステート
メントたステートメントを実行ます。

6.5.30 更新

UPDATEステートメントを使用して、テーブルに保存されているデータを変更します。構文は次のとおり
です。

EXEC SQL [AT <database_name>][FOR <exec_count>]

* UPDATE [ ONLY ] table [ [ AS ] alias ]

* SET {column = { expression | DEFAULT } |

* (column [, ...]) = ({ expression|DEFAULT } [, ...])} [, ...]

* [ FROM from_list ]

* [ WHERE condition | WHERE CURRENT OF cursor_name ]

* [ RETURNING * | output_expression [[ AS ] output_name] [, ...] ]

どこで：

database_nameは、テーブルが存在するデータベース（またはデータベースの名前を含むホスト変数）の
名前です。この値は、引用符で囲まれていない文字列リテラル、またはホスト変数のフォームをとること
があります。
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ステートメントが実行される回数を指定するには、FOR exec_count句を含めます。この句は、SETまた
は WHERE句に配列が含まれる場合にのみ有効です。

ECPGPlusは、次の URLで入手可能な PostgreSQL Core文書に記載されている SQL UPDATEステートメン
トの追加句のサポートを提供します。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/sql-update.html >

ホスト変数は、値を指定する句で使用できます。ホスト変数を使用するには、文書化された UPDATE句の
いずれかに関連付けられた値を、定義済みの変数に置き換えるだけです。

次の UPDATEステートメントは、従業員のジョブ記述（:enameホスト変数に含まれる値に変更し、現在の
給与に:increaseホスト変数の値を掛けることで従業員の給与を増やします。

EXEC SQL UPDATE emp

* SET job = :new_job, sal = sal * :increase

* WHERE ename = :ename;

拡張された UPDATEステートメントでは、入力値が許可される句にパラメータマーカー（疑問符）を含める
こともできます。例、WHERE句にパラメータマーカーを使用して同じ更新ステートメントを記述できます。

EXEC SQL UPDATE emp

* SET job = ?, sal = sal * ?

* WHERE ename = :ename;

この UPDATEステートメントを使用すると、プロンプト列の新しい値をユーザに求め、:enameで指定され
た従業員の sal列の増分量を提供できます。

6.5.31 いつでも

WHENEVERステートメントを使用して、SQLエラーまたはワーニングが発生したときにクライアントアプ
リケーションが実行するアクションを指定します。構文は次のとおりです。

EXEC SQL WHENEVER <condition> <action>;

次の表に、actionをトリガーする可能性のあるさまざまな条件を示します。

Condition Description
NOT FOUND サーバーは、行を返さない `SELECT`に遭遇したとき、または `FETCH`が結

果セットの最後に到達したときに、`NOT FOUND`条件を返します。
SQLERROR サーバーは、SQLステートメントによって返された重大なエラーを検出する

と、`SQLERROR`条件を返します。
SQLWARNING サーバーは、SQLステートメントによって返される致命的でないワーニング

を検出すると、`SQLWARNING`条件を返します。
NA

次の表では、クライアントが conditionに遭遇した結果のアクションについて説明します。
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Action Description
CALL function [([args])] 名前付けた `function`を呼び出すようにクライアントアプリケーションに指示

します。
CONTINUE 次のステートメントに進むようにクライアントアプリケーションに指示しま

す。
DO BREAK クライアントアプリケーションにCbreakステートメントを指示します。 break

ステートメントは、`loop`または `switch`ステートメントに表示される場合が
あります。実行されると、breakステートメントは `loop`または `switch`ステー
トメントを終了します。

DO CONTINUE C`continue`ステートメントを発行するようにクライアントアプリケーション
に指示します。 `continue`ステートメントはループ内にのみ存在でき、実行さ
れると、制御フローがループの先頭に結果ます。

DO function ([args]) 名前付けた `function`を呼び出すようにクライアントアプリケーションに指示
します。

GOTO label or GO TO
label

`label`を含むステートメントに進むようにクライアントアプリケーションに
指示します。

SQLPRINT 標準エラーにメッセージをプリントするようにクライアントアプリケーショ
ンに指示します。

STOP 実行を停止するようにクライアントアプリケーションに指示します。
NA

次のコードは、クライアントアプリケーションでフラグメントが発生した場合にメッセージを出力し、エ
ラーが発生した場合にアプリケーションを中止します。

EXEC SQL WHENEVER SQLWARNING SQLPRINT;

EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP;

次のコードを含めて、ユーザに問題をワーニングした後、クライアントが処理を続行するように指定します。

EXEC SQL WHENEVER SQLWARNING SQLPRINT;

クエリーが行を返さない場合、またはカーソルが結果セットの最後に達した場合にファンクションを呼び
出すには、次のコードを含めます。

EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND CALL error_handler(__LINE__);
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